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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
令
和
４
年
の
初
春
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
10
月
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
３
期
目
の
市
政
運

営
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３
期
目
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の

皆
さ
ま
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
浜
田
市
の
更
な
る
発

展
と
市
民
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
引
き
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
感
染
症

対
策
を
広
く
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
１
月
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
対
策
室
を
設
置
し
、

感
染
拡
大
を
防
ぐ
切
り
札
と
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
推
進
し
ま
し
た
。
11
月
下
旬
に
は
対
象
者
の
約

90
％
に
接
種
を
行
い
、
希
望
者
へ
の
接
種
が
ほ
ぼ
完

了
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
３
回
目
の
接
種
な
ど
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
事
業
者
向
け
に
は
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
「
は
ま
だ
飲
食
・
宿
泊
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」

に
よ
る
消
費
喚
起
、
浜
田
市
版
持
続
化
給
付
金
で
あ

る
中
小
企
業
者
等
特
別
応
援
給
付
金
、
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
設
置
補
助
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
感
染
症
の
影
響
は
今
後
も
長
引
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
各
種
感
染
症
対
策
に

努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
生
活
や
経
済
活
動
に
対
す

る
必
要
な
支
援
策
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
の
主
な
出
来
事
と
し
ま
し
て
は
、
１
月

の
非
常
に
強
い
寒
波
で
は
、
金
城
・
後
野
・
長
見
地

区
で
凍
結
断
水
が
発
生
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
心

配
を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
原
因
を
分
析
し
対
策
を

講
じ
て
お
り
ま
す
。
２
月
に
は
「
浜
田
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
プ
ラ
ス
」
を
策
定
し
、

出
会
い
か
ら
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
ま
で
を
ト
ー
タ

ル
で
応
援
す
る
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
浜
田
那
賀

方
式
自
治
区
制
度
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、
４
月
に
は

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
浜
田
市
議
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
10
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
よ
り
、
22
人
の

議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
12
月
１
日
発
行
の
は
ま
だ

議
会
だ
よ
り
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
11

月
臨
時
会
議
に
お
い
て
、
議
長
に
私
、
笹
田
が
、
副

議
長
に
川
神
裕
司
議
員
が
選
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、

各
常
任
委
員
会
な
ど
の
構
成
や
正
副
委
員
長
も
決
ま

り
、
新
た
な
市
議
会
の
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り

ま
す
。

昨
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
全
国
的
な
感

染
拡
大
に
よ
り
、
先
の
見
え
な
い
状
況
下
で
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ま
が
不
安
を
抱
え
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
ん
だ
こ
と
か
ら
感
染
状
況
が
少

し
落
ち
着
き
、
市
民
生
活
を
は
じ
め
、
経
済
活
動
も

少
し
ず
つ
元
気
を
取
り
戻
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、引
き
続
き
市
民
一
丸
と
な
っ

て
、
感
染
防
止
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
市
議
会
で
特
に
広
報
広
聴
機
能

の
強
化
に
力
を
入
れ
て
取
組
み
ま
し
た
。

広
報
活
動
の
強
化
に
つ
い
て
は
、「
は
ま
だ
議
会

だ
よ
り
」
に
お
い
て
、
さ
ら
に
内
容
充
実
を
は
か
り
、

フ
ル
カ
ラ
ー
化
し
て
、
よ
り
手
に
と
っ
て
も
ら
い
や

す
い
、
読
み
や
す
い
工
夫
を
し
ま
し
た
。

中
で
も
議
員
の
個
人
一
般
質
問
の
内
容
を
S
D
G

ｓ
の
17
の
ゴ
ー
ル
で
分
類
し
、
ア
イ
コ
ン
な
ど
を
カ

ラ
ー
表
示
し
て
、
議
会
と
し
て
も
積
極
的
に
S
D
G

ｓ
の
推
進
に
取
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
活
動
内
容
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の「
は
ま
だ
議
会
だ
よ
り
m
i
n
i
」（
ウ
ェ

ブ
版
）
も
継
続
し
て
作
成
し
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
公
開
を
は
じ
め
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
へ

の
掲
示
を
行
い
ま
し
た
。

広
聴
機
能
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
議

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
を
施
行
し
、
公
民
館

か
ら
移
行
し
た
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
７
月

に
は
、
水
産
の
ま
ち
浜
田
市
の
賑
わ
い
拠
点
と
し
て
、

は
ま
だ
お
魚
市
場
を
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
、
８
月
に
は
浜
田
市
出
身
の
三
浦
龍
司
選
手
が

陸
上
競
技
男
子
３
０
０
０
ｍ
障
害
で
７
位
入
賞
を
果

た
し
、
世
界
の
大
舞
台
で
の
素
晴
ら
し
い
活
躍
に
地

元
浜
田
市
も
歓
喜
に
湧
き
ま
し
た
。
８
月
の
台
風
９

号
な
ど
に
よ
る
大
雨
に
よ
り
、
道
路
な
ど
の
被
害
が

市
内
各
所
で
発
生
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
周
布
川

の
増
水
に
よ
り
被
災
し
た
周
布
橋
は
、
現
在
も
通
行

止
め
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
９
月
に
は
災
害
復
興
室

を
設
置
し
、
こ
れ
ら
被
災
箇
所
の
早
期
復
旧
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
11
月
に
は
、「
第
３
回

全
国
未
成
線
サ
ミ
ッ
ト
in
浜
田
」
を
開
催
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
未
成
線
や
廃
線
の
関
係
団
体

な
ど
全
国
か
ら
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
12
月
に
策
定
し
た
浜
田
市
総
合
振
興
計
画
後
期

基
本
計
画
で
は
、
本
市
の
重
点
課
題
で
あ
る
人
口
減

少
対
策
に
取
り
組
む
た
め
、「
若
者
が
暮
ら
し
た
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
施
策
に
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
。

３
期
目
の
市
政
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
少
子

化
対
策
と
し
て
、
今
い
る
若
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る

一
方
で
、
新
た
に
若
者
が
増
え
る
施
策
に
全
力
で
取

り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
で
活
動
す
る
様
々
な
団
体

な
ど
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
ご

と
に
「
○
○
地
域
の
日
」
を
設
け
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
直
接
伺
っ
た
地
域
の
声
を
市
政
に
反
映
す
る
こ

と
に
よ
り
、「
住
み
た
い
」「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と

言
わ
れ
る
浜
田
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

会
報
告
会
を
中
止
し
た
た
め
、
議
会
と
し
て
の
広
聴

機
能
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
議
場
に
来
て
い
た
だ
き
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い

る
意
見
や
提
案
、
要
望
を
全
議
員
で
伺
う
「
は
ま
だ

市
民
一
日
議
会
」
を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
17
人

の
幅
広
い
世
代
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
新
し
い
視
点
や
専
門
的
な
意
見
、
綿
密
な
調

査
に
基
づ
く
発
言
な
ど
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
い

た
だ
い
た
意
見
な
ど
に
対
し
て
は
、
議
会
と
し
て
の

取
扱
い
を
全
議
員
で
議
論
し
、
今
後
の
政
策
提
言
な

ど
議
会
活
動
の
充
実
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
な

お
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
こ
の

取
組
が
評
価
さ
れ
、
２
０
２
１
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞

の
優
秀
躍
進
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
自
治
区
制
度
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
、

新
た
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と

も
あ
り
、
よ
り
一
層
、
地
域
の
生
の
声
を
聴
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
地
域
協
議
会
の
皆
さ
ま
と
の
意
見

交
換
会
を
開
催
し
、
各
地
域
が
抱
え
て
い
る
課
題
に

つ
い
て
、
活
発
な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
も
引
き
続
き
、
さ
ら
な
る
議
会
改
革
を
進
め
、

政
策
立
案
や
条
例
策
定
を
視
野
に
入
れ
た
委
員
会
機

能
の
充
実
、
議
会
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
組
や

地
域
協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団
体
な
ど
と
の

意
見
交
換
会
の
開
催
な
ど
、
広
報
広
聴
機
能
の
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
に
と
っ
て
最
良
の
選
択
と
は
何
か
を
議
員
間

で
自
由
討
議
な
ど
を
し
な
が
ら
十
分
議
論
し
、
市
民

か
ら
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
議
会
と
な
る
よ
う

22
人
の
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て
全
身
全
霊
で
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
と
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
、
市
議
会
へ
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

浜田市長

久保田 章市
浜田市議会議長

　笹田 卓 　新年の　あいさつ



令
和
３
年
は
、
全
国
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を

受
け
、
多
く
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
各
種
事
業
の
進
捗
に
よ
り
、
多
く
の
で
き
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
や
各
種
支
援

策
な
ど
と
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
※
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
記
事
（
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
開
催
方
法
を
変
更
し
た
行
事
な
ど
を
含
む
）

１
月
５
日
・
浜
田
市
立
旭
図
書
館
を
旭
支
所
1
階
に
移
転
開
館

　
　
11
日
・
１
月
７
日
か
ら
の
寒
波
の
影
響
に
よ
り
、
金
城
・
後
野
・
長

見
地
区
で
断
水

　
　
17
日
・
農
事
組
合
法
人
「
上
府
」
設
立

　
　
25
日
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
対
策
室
設
置
（
※
）

２
月
１
日
・
市
内
２
局
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
チ
ャ
ン
ネ
ル
統
合

　
　
12
日
・
浜
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
プ
ラ
ス
（
出

会
い
・
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
策
定

３
月
16
日
・
H
A
M
A
D
A
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立

　
　
18
日
・
浜
田
市
版
の
持
続
化
給
付
金
「
中
小
企
業
者
等
特
別
応
援
給

付
金
」
受
付
開
始
（
※
）

　
　
21
日
・
は
ま
だ
お
魚
市
場
仲
買
棟
オ
ー
プ
ン

　
　
22
日
・
新
し
い
「
浜
田
市
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
作
成

　
　
29
日
・
杵
束
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
完
成

４
月
１
日
・
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
三
隅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
・
こ
れ
ま
で
の
自
治
区
制
度
か
ら
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
移

行
（
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
施
行
）

　
　
　
　
・
公
民
館
を
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
へ
移
行

　
　
　
　
・
浜
田
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

　
　
　
　
・
浜
田
市
立
弥
栄
図
書
館
を
杵
束
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
内
に

移
転
開
館

　
　
９
日
・
浜
田
市
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
と
し
て
チ
ー
ム
Ｓ
Ｏ
Ｓ
（
周
布
地

区
大
麻
地
区
・
お
助
け
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
認
定

　
　
15
日
・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
「
は
ま
だ
飲
食
・
宿
泊
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」
第

３
弾
発
行
（
10
月
15
日
に
第
４
弾
発
行
）（
※
）

　
　
17
日
・
石
央
文
化
ホ
ー
ル
女
子
神
楽
同
好
会
「
舞
姫
社
中
」
発
足

A

主
な
で
き
ご
と

東京２０２０オリンピック聖火リレー開催D

三浦龍司選手の応援パブリックビューイング開催 元気な浜田づくり市民委員会開催

主なできごと

B

C

E F
　
　
26
日
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
（
高
齢
者
か
ら

年
齢
別
に
順
次
実
施
）（
※
）

　
　
29
日
・「
２
０
２
１
石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り
」
テ
レ
ビ
放
送
実
施(

※)

５
月
15
日
・
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
開
催

６
月
26
日
・
三
浦
龍
司
選
手
の
応
援
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
開
催

　
　
27
日
・
元
気
な
浜
田
づ
く
り
市
民
委
員
会
（
１
回
目
）
開
催

７
月
８
日
・
浜
田
市
若
者
会
議
（
１
回
目
）
開
催

　
　
11
日
・
は
ま
だ
市
民
一
日
議
会
開
催
（
11
月
12
日
に
「
第
16
回
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
大
賞
優
秀
躍
進
賞
」
受
賞
）

　
　
17
日
・
浜
田
港
に
護
衛
艦
「
て
る
づ
き
」
入
港

　
　
22
日
・
は
ま
だ
お
魚
市
場
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

　
　
30
日
・
総
務
省
が
令
和
２
年
度
ふ
る
さ
と
納
税
受
入
額
を
発
表
し
、

浜
田
市
が
中
国
地
方
第
１
位

８
月
４
日
・
ア
ク
ア
ス
の
シ
ロ
イ
ル
カ
（
２
頭
）
に
浜
田
市
・
江
津
市
か

ら
特
別
住
民
票
交
付

　
　
９
日
・
台
風
９
号
の
影
響
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
周
布

川
の
浸
水
想
定
区
域
に
避
難
指
示
発
令
（
９
月
24
日
に
災
害

復
興
室
設
置
）

　
　
12
日
・
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
採
火
式
実
施

　
　
14
日
・
大
雨
に
よ
る
増
水
が
原
因
で
周
布
橋
被
災

　
　
15
日
・「
第
35
回
弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
テ
レ
ビ
放
送
実
施(

※)

　
　
24
日
・
安
全
安
心
ロ
ー
ド
指
定
（
竹
迫
町
と
野
原
町
を
結
ぶ
市
道
）

　
　
25
日
・「
浜
田
市
と
ベ
ル
ガ
ロ
ッ
ソ
浜
田
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る

協
定
」
締
結

10
月
１
日
・
石
見
交
通
路
線
バ
ス
１
日
乗
車
券
の
販
売
開
始

　
　
２
日
・「
秘
境
奥
島
根
や
さ
か
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ニ
ッ
ク
i
n 

浜
田
２

０
２
１
オ
ン
ラ
イ
ン
」
実
施 （
※
） 　

　
　
12
日
・
第
84
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
第
29
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
（
島
根
県
）
に
お
い
て
、
浜
田
市
で
開
催
さ
れ
る
種

目
決
定

　
　
17
日
・
浜
田
市
長
選
挙
及
び
浜
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
　
23
日
・「
開
原
院
」
岡
本
甚
左
衛
門
翁　
新
開
開
拓
２
０
０
年
記
念

事
業
実
施

11
月
13
日
・
第
３
回
全
国
未
成
線
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　
　
　
　
・
J
R
浜
田
駅
開
業
1
0
0
周
年
記
念
式
典
開
催

　
　
18
日
・「
は
ま
だ
中
央
農
道
」
開
通

12
月
16
日
・「
第
２
次
浜
田
市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
」
策
定

第３回全国未成線サミット開催

浜田市長選挙及び浜田市議会議員一般
選挙

東京２０２０パラリンピック採火式実施

はまだお魚市場グランドオープン

令和３年
浜田市の

F

J

L H

G

I

I

H

E

J

L

K

はまだ市民一日議会開催（11月1２日に
「第16回マニフェスト大賞優秀躍進
賞」受賞）

D

ゆうひパーク三隅リニューアルオープン 浜田市立旭図書館を旭支所１階に移転
開館

杵束まちづくりセンター完成B ＡC「開原院」岡本甚左衛門翁　新開開拓
２００年記念事業実施

K G

5 広報はまだ：令和４年１月号 4広報はまだ：令和４年１月号
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三浦龍司選手（浜田東中学校出身）が３度の日本記録更新
　①５月９日・東京五輪テストイベント「READY　STEADY　TOKYO」　優勝（８分17秒46）
　②６月26日・日本陸上競技選手権大会　優勝（８分15秒99）
　③７月30日・東京五輪男子3000ｍ障害予選　49年ぶりの日本勢決勝進出（８分９秒92）
８月２日・三浦龍司選手が東京2020オリンピック男子3000ｍ障害で７位入賞
８月５日・島根県立浜田商業高校郷土芸能部が第45回全国高等学校総合文化祭「紀の国わかやま

総文　郷土芸能部門」優秀賞・文化庁長官賞（２位）を受賞
９月16日・浜田市社会教育委員の会会長の冨金原完さんが令和３年度全国社会教育委員連合表彰

を受賞
10月25日・浜田市文化財審議会委員長の隅田正三さんが令和３年度地域文化功労者文部科学大臣

表彰を受賞
10月27日・前浜田市教育委員会教育長の石本一夫さんが令和３年度地方教育行政功労者表彰を受

賞
11月19日・元民生委員・児童委員の串崎紀典さんが令和３年度社会福祉功労者厚生労働大臣表彰

を受賞
11月19日・行政相談委員の冨金原完さんが令和３年度総務大臣表彰を受賞
12月14日・令和２年国勢調査員の吉中克吉さんが令和３年度総務大臣表彰を受賞

D

A

B

三浦龍司選手が東京2020オリンピック
男子3000ｍ障害で７位入賞

前浜田市教育委員会教育長の石本一夫さんが令和
３年度地方教育行政功労者表彰を受賞

BA

令和３年
世界や全国で活躍された皆さんや
　全国表彰を受けた皆さんを紹介します

C

D

時事

島根県立浜田商業高校郷土芸能部が第45回全国高
等学校総合文化祭「紀の国わかやま総文　郷土芸
能部門」優秀賞・文化庁長官賞（２位）を受賞

浜田市文化財審議会委員長の隅田正三さんが令和
３年度地域文化功労者文部科学大臣表彰を受賞

C

休日などに比較的軽症な救急患者の応急的な診療を行います。
ご利用にあたっては、新型コロナウイルス感染症対策のため、事前に休日応急診療所（☎�１１２３）にお

電話ください。

オープン　１月９日㈰
　　　　　※　１月３日㈪までは市役所本庁舎地階で開設
開設日　　日曜日・祝日（年始は１月２日㈰、３日㈪）
受付時間　午前10時～11時30分、午後１時～２時30分
　　　　　（診療時間は午後３時まで）
診療科　　内科、小児科
担当医師　浜田市医師会の医師が交代で勤務

「休日応急診療所」と「病児・病後児保育室」が
新しい施設でオープンします

休 日 応 急 診 療 所

病児・病後児保育室
「びぃびくんのおへや」

問合せ　休日応急診療所　　　　　　　　☎�１１２３
　　　　健康医療対策課地域医療対策係　☎�９３１０

病気や、病気の回復期にある子どもを一時的に保育することにより、
保護者の子育てと就労の両立を支援します。

オープン　１月11日㈫
開館時間　午前８時～午後６時
休館日　　土・日曜日、祝日、お盆、年末年始
対象者　　浜田市在住の生後８週から小学校６年生までの子ども

　　　　※　市外在住でも市内の保育所（園）や小学校に通ってい
　　　　　る場合は利用可

利用料金　１時間100円（１日最大1,000円）
利用定員　６人（子どもの症状などから人数制限する場合があります）

利用方法などの詳細はこちら

問合せ　病児・病後児保育室　　　　　　☎�１１２２
　　　　子育て支援課保育所幼稚園係　　☎�９３３０

利用方法などの詳細はこちら

浜田医療センター

ホテル東横INN
浜田駅北口

エディオン
浜田店

石央文化ホール

休日応急診療所

浜

田

駅

病児・病後児保育室

ローソン
浜田田町店

国
道
９
号



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種
に
積
極
的
に
取
組
み
、

観
光
誘
客
や
経
済
活
動
な
ど
を
促
進
す
る
た
め
、

必
要
な
支
援
策
を
実
施
し
ま
す
。

最
も
力
を
入
れ
る
政
策

①
若
者
対
策

浜
田
市
で
生
活
す
る
若
者
の
暮
ら
し
を
支
え

る
一
方
、
新
た
に
若
者
が
増
え
る
施
策
に
取
組

み
ま
す
。
既
存
企
業
の
売
上
を
伸
ば
し
、
雇
用

拡
大
を
図
る
た
め
、
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
な

ど
を
支
援
す
る
ほ
か
、
創
業
支
援
や
若
者
に
魅

力
あ
る
企
業
の
誘
致
に
も
取
組
み
ま
す
。

移
住
促
進
策
と
し
て
、
浜
っ
子
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ク

ラ
ブ
や
移
住
・
定
住
サ
イ
ト
の
充
実
に
よ
り
、

積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
ほ
か
、
若
い
音
楽
家

に
移
住
い
た
だ
く
「
音
楽
を
核
と
し
た
定
住
促

進
事
業
」
や
、
交
流
拠
点
と
し
て
Ｉ
Ｔ
を
核
と

し
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
レ
ン
タ
ル
オ

フ
ィ
ス
の
設
置
に
取
組
み
ま
す
。

「
若
者
の
出
会
い
・
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
」

を
ト
ー
タ
ル
で
応
援
す
る
取
組
と
し
て
、
子
ど

も
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
拡
充

市
長
所
信
表
明

　
令
和
３
年
12
月
浜
田
市
議
会
定
例
会
議
に
お
い
て
、

久
保
田
章
市
市
長
が
所
信
表
明
を
行
い
、
３
期
目
の

４
年
間
の
市
政
運
営
に
関
す
る
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「住みたい」
「住んでよかった」
と言われる浜田づくりを

去
る
10
月
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
持
を
賜
り
、
再

度
、
浜
田
市
長
と
し
て
市
政
運
営
に
当
た
ら
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
温
か
い
ご
支
援
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
浜
田
市
の

更
な
る
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
感
染
対
策
を
呼
び
か
け
る
一

方
、
市
民
生
活
や
経
済
活
動
に
対
す
る
支
援
に

は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
進
し
、
令
和
３
年

11
月
に
は
対
象
者
の
約
90
％
が
接
種
し
、
希
望

者
へ
の
接
種
は
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。

「
産
業
振
興
、
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
る
雇
用

の
場
の
確
保
」、「
子
育
て
支
援
、教
育
の
充
実
」、

「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
３
つ
の
重
点
施
策
の
ほ
か
、
金
城
、
旭
、

弥
栄
、
三
隅
の
各
地
域
の
振
興
な
ど
に
も
取
組

み
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
積
み
残
し
た
課
題
も
あ
り
ま
す
。

す
る
ほ
か
、
結
婚
新
生
活
応
援
金
や
赤
ち
ゃ
ん

誕
生
世
帯
へ
の
応
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

若
い
世
代
の
意
見
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
若
者
会
議
な
ど
を
開
催
し
、
若
者
が
暮
ら

し
や
す
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
組
み
ま
す
。

②
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

「
浜
田
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」

に
基
づ
き
、
地
域
で
活
動
す
る
様
々
な
団
体
・

事
業
所
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
「
全
て
の

人
が
一
体
と
な
っ
た
持
続
可
能
で
元
気
な
浜

田
」
の
実
現
を
目
指
し
、
今
年
度
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
く
た
め
、
地
域
そ

れ
ぞ
れ
に
「
〇
〇
地
域
の
日
」
を
設
け
て
、
皆

さ
ん
の
声
を
直
接
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
中
山
間
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
に
、
５
年
間
で
10
億
円

の
中
山
間
地
域
振
興
枠
を
確
保
し
て
お
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
助
成
や
交
通
手
段
の
確

保
支
援
、
農
林
業
の
振
興
な
ど
に
取
組
み
ま
す
。

７
つ
の
ま
ち
づ
く
り
大
綱

①
活
力
の
あ
る
産
業
を
育
て
雇
用
を
つ

く
る
ま
ち

浜
田
漁
港
の
水
揚
げ
は
、
全
国
的
な
水
産
資

源
の
減
少
や
、
地
元
漁
船
の
廃
業
な
ど
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
地
元
漁
船

の
存
続
支
援
、
外
来
船
の
入
港
促
進
に
取
組
む

と
と
も
に
、
沖
合
底
び
き
網
用
の
４
号
荷
さ
ば

き
所
の
令
和
４
年
度
完
成
を
目
指
し
、
整
備
を

進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、「
ど
ん
ち
っ
ち
３
魚
」
や
「
山
陰

浜
田
港
」
な
ど
の
水
産
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
向

上
を
図
り
、「
は
ま
だ
お
魚
市
場
」
を
核
と
し

た
漁
港
周
辺
エ
リ
ア
の
賑
わ
い
づ
く
り
に
取
組

み
ま
す
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
共
同
研
究
が
中
断
し
て
い
る
陸
上
養
殖
事

業
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
研
究
再
開

及
び
事
業
化
に
取
組
み
ま
す
。

農
業
で
は
、
農
作
業
の
省
力
化
を
支
援
し
、

集
落
営
農
組
織
や
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
の
集
落
協
定
の
広
域
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

振
興
作
物
や
組
合
せ
作
物
の
生
産
支
援
な
ど
に

取
組
み
ま
す
。

林
業
で
は
、
森
林
の
集
約
化
を
進
め
、
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
市
産
木
材
の
利
用

促
進
、
林
業
従
事
者
の
人
材
育
成
、
木
育
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

②
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

子
育
て
支
援
で
は
、
新
た
に
「
応
援
企
業
認

定
制
度
」
を
設
け
ま
す
。
不
妊
治
療
、
不
育
症

治
療
な
ど
の
支
援
は
、
国
の
動
向
を
見
な
が
ら

更
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
４
年
４

月
か
ら
運
営
を
外
部
委
託
し
、
運
営
団
体
と
連
携

し
て
、
高
齢
者
支
援
の
更
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
医
師
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
看
護
師
の
確
保
の
た
め
、
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
附
属
看
護
学
校
へ
支
援
し
、
医
療
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

休
日
応
急
診
療
所
及
び
病
児
・
病
後
児
保
育

室
は
、
令
和
４
年
１
月
、
浜
田
駅
北
側
に
移
転

し
、
運
営
を
開
始
し
ま
す
。

③
夢
を
持
ち
郷
土
を
愛
す
る
人
を
育
む

ま
ち

学
校
教
育
で
は
、
子
ど
も
の
「
生
き
る
力
」

を
育
む
た
め
、
基
礎
学
力
の
定
着
に
加
え
、
思

考
力
な
ど
の
幅
広
い
学
力
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

今
後
も
、
国
語
教
育
に
力
を
入
れ
ま
す
が
、
理
数

教
育
の
充
実
に
も
努
め
ま
す
。
な
お
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
き
整
備
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
活
用
し
て
、
授
業
の
質
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
児
教
育
や
高
校
の
魅
力
化
に
も
力

を
入
れ
ま
す
。

引
き
続
き
、
ふ
る
さ
と
郷
育
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
「
夢
を
持
ち
、
郷
土

を
愛
す
る
人
づ
く
り
」
に
努
め
ま
す
。

歴
史
文
化
保
存
展
示
施
設
に
つ
い
て
は
、
浜

田
郷
土
資
料
館
が
、
建
築
後
60
年
以
上
経
過
し

老
朽
化
が
著
し
く
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
と

い
う
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
整
備
は
20
年

以
上
前
か
ら
の
長
年
の
懸
案
で
し
た
。
建
替
え

整
備
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
９
月
、
市
内
の
各

種
団
体
代
表
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
（
仮
称
）

浜
田
歴
史
資
料
館
検
討
会
か
ら
「
大
半
の
委
員

が
賛
同
」
と
の
意
見
を
頂
戴
し
、
世
界
こ
ど
も

美
術
館
に
併
設
す
る
方
針
と
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
令
和
２
年
３
月
議
会
で
専
門
検
討
委

員
会
設
置
の
承
認
を
得
て
、
令
和
２
年
度
か
ら

展
示
内
容
や
活
用
方
法
な
ど
を
検
討
い
た
だ
き
、

令
和
３
年
10
月
に
検
討
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
市
長
選
挙
に
お

い
て
、
整
備
に
対
す
る
様
々
な
ご
意
見
を
伺
い
、

い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
令
和

４
年
度
当
初
予
算
案
で
予
定
し
て
い
た
、
設
計
費

な
ど
の
関
連
予
算
案
の
提
案
は
見
送
り
、
今
後
、

改
め
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
、

理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
自
然
環
境
を
守
り
活い

か
す
ま
ち

政
府
の
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
宣
言
」
を
踏
ま
え
、
本
市
に
お
い
て
も
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

「
浜
田
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
に

基
づ
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
推
進
、

公
共
施
設
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
の

設
置
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
支

援
な
ど
に
取
組
み
ま
す
。
ま
た
、
市
民
、
事
業

者
の
脱
炭
素
化
へ
の
機
運
が
高
ま
る
よ
う
啓
発

に
努
め
ま
す
。

⑤
生
活
基
盤
が
整
っ
た
快
適
に
暮
ら
せ

る
ま
ち

「
高
速
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
」
で
は
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
回
線
光
化
の
幹
線
工
事
が
今

年
度
完
了
予
定
で
あ
る
た
め
、
令
和
４
年
度
か

ら
７
年
度
ま
で
、
順
次
、
宅
内
の
切
替
工
事
を

進
め
ま
す
。

浜
田
駅
周
辺
整
備
で
は
、
現
在
の
君
市
踏
切

を
浜
田
駅
側
に
移
設
、
拡
幅
し
、
浜
田
駅
の
南

北
を
結
ぶ
道
路
を
整
備
し
ま
す
。
浜
田
駅
周
辺

で
も
空
き
店
舗
が
増
え
る
中
、
浜
田
商
工
会
議

所
か
ら
老
舗
空
き
店
舗
活
用
の
要
望
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
浜
田
駅
周
辺
の
賑
わ
い
が
創
出

で
き
な
い
か
検
討
し
ま
す
。

水
道
事
業
で
は
、
基
幹
管
路
の
耐
震
化
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
冬
季
の
凍
結
・
漏
水
に
よ

る
断
水
が
生
じ
な
い
よ
う
対
策
を
進
め
ま
す
。

下
水
道
事
業
で
は
、
市
役
所
・
駅
前
周
辺
地
区

の
下
水
道
整
備
を
進
め
、
令
和
８
年
度
か
ら
順

次
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

⑥
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

周
布
橋
の
通
行
止
め
に
よ
り
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
歩
道
を
確
保
し
た

新
た
な
橋
に
架
け
替
え
る
方
向
で
計
画
を
進
め

ま
す
。
工
事
期
間
が
５
年
程
度
と
な
る
見
込
み

で
あ
り
、
仮
橋
の
設
置
を
、
来
年
３
月
ま
で
に

完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
情
報
の
伝
達
で
は
、
防
災
無
線
を
更
新

し
、
次
期
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
は
、「
共
助
」
が
必
要
な
た
め
、

地
域
住
民
で
組
織
さ
れ
る
自
主
防
災
組
織
の
設

立
や
育
成
支
援
を
行
い
ま
す
。
市
民
参
加
型
の

防
災
訓
練
を
実
施
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
防

災
意
識
を
高
め
、
消
防
団
の
充
実
強
化
と
合
わ

せ
て
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
取
組
み
ま
す
。

⑦
協
働
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち

大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
、
人
権

尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
や
男
女
共
同
参
画
社
会
の

推
進
な
ど
に
も
、
引
き
続
き
し
っ
か
り
取
組
み

ま
す
。

健
全
な
財
政
運
営

本
市
の
財
政
状
況
は
、
現
在
、
県
内
８
市
の

中
で
は
ト
ッ
プ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後

は
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

新
た
な
行
政
需
要
や
必
要
な
事
業
を
着
実
に

実
施
す
る
た
め
、
国
や
県
の
補
助
金
な
ど
を
的

確
に
活
用
す
る
ほ
か
、
行
財
政
改
革
の
取
組
を

加
速
し
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

「市ホームページ」で所信表明
の全文をご覧いただけます。

３
期
目
に
取
り
組
む
政
策

２
期
目
の
振
り
返
り

　
行
政
を
取
り
巻
く
課
題
は
近
年
ま
す
ま
す
多

様
化
し
て
お
り
、
国
の
支
援
や
県
の
協
力
も
得

な
が
ら
近
隣
市
町
と
連
携
し
て
、
諸
課
題
の
解

決
に
取
組
み
ま
す
。

　
現
在
、
島
根
県
市
長
会
会
長
並
び
に
全
国
市

長
会
副
会
長
に
就
任
し
て
お
り
、
責
任
あ
る
仕

事
が
増
え
ま
す
が
、
国
や
県
と
の
パ
イ
プ
が
よ

り
太
く
な
る
こ
と
で
、
浜
田
市
の
課
題
解
決
に

も
プ
ラ
ス
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
議
員
並
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
、
私
の
所
信
と
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
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浜田市再犯防止推進計画（案）
募集・閲覧期間　１月26日㈬まで
閲覧場所
・地域福祉課（東分庁舎）
・各支所市民福祉課
・中央図書館
提出・問合せ
・地域福祉課地域福祉係
　　〒６９７‐８５０１　浜田市殿町１番地
　　☎�９３００・FAX�９７３３
　　Email:fukushi@city.hamada.lg.jp
・各支所市民福祉課

第２期浜田市空家等対策計画（案）
募集・閲覧期間　１月27日㈭まで
閲覧場所
・建築住宅課（北分庁舎）
・各支所産業建設課
・中央図書館
提出・問合せ
・建築住宅課指導係
　　〒６９７‐８５０１　浜田市殿町１番地
　　☎�９６３２・FAX�０９００
　　Email:kenchiku@city.hamada.lg.jp
・各支所産業建設課

浜田市都市計画マスタープラン（案）
募集・閲覧期間　１月19日㈬まで
閲覧場所
・建設企画課（北分庁舎）
・各支所産業建設課
・中央図書館
提出・問合せ
・建設企画課都市計画係
　　〒６９７‐８５０１　浜田市殿町１番地
　　☎�９６０１・FAX�６５００
　　Email:kensetsukikaku@city.hamada.lg.jp
・各支所産業建設課

浜田市人権教育・啓発推進基本計画（第４次）（案）
募集・閲覧期間　１月11日㈫～２月10日㈭
閲覧場所
・人権同和教育啓発センター
・各支所防災自治課
・中央図書館
提出・問合せ
・人権同和教育啓発センター人権同和教育啓発係
　　〒６９７‐８５０１　浜田市殿町１番地
　　☎�９１６０・FAX�０２１０
　　Email:jinken@city.hamada.lg.jp
・各支所防災自治課

市では広く皆さんから、次の計画案に対する意見を募集します
パブリックコメント（意見公募）を募集します

浜田市男女共同参画推進計画（第４次）（案）
募集・閲覧期間　１月11日㈫～２月10日㈭
閲覧場所
・人権同和教育啓発センター
・各支所防災自治課
・中央図書館
提出・問合せ
・人権同和教育啓発センター男女共同参画係
　　〒６９７‐８５０１　浜田市殿町１番地
　　☎�９１６０・FAX�０２１０
　　Email:jinken@city.hamada.lg.jp
・各支所防災自治課

令和４年度の会計年度任用職員を
　ハローワークを通じて募集します

対象者　18歳以上の人（令和４年４月１日時点で高校生
は不可。定時制は除く）

職種
事務員
　必要な資格　Ｗｏｒｄ・Ｅｘｃｅｌを使用可能
　報酬　月額　1５４,900円
看護師
　必要な資格　看護師資格
　報酬　月額　166,200円
保健師
　必要な資格　保健師資格
　報酬　月額　17５,４00円
※　実際の報酬額は、任用された人の職歴などを換算し

決定します。
※　勤務日（時間）数及び、勤務期間が一定数ある場合、

期末手当の支給があります。（最大2.４月）
勤務時間　月17日以内、１日７時間４５分
※　勤務時間については、職種・勤務場所によって異な

ります。
勤務場所　市役所や市の施設
任用期間　１年以内
※　更新する場合があります。

登録制度（緊急を要する場合など）
年度途中に会計年度任用職員を任用する場合で、

ハローワークでの募集に応募がなかった場合や緊急
を要する場合（おおむね１週間以内）などには、登
録制度により、事前に登録名簿に登載した人の中か
ら、面接試験などにより選考する場合があります。
有効期間　年度末（３月31日）まで

この登録は年度ごとに行い、令和３年度に登録し
ている人も、令和４年度の登録を希望する場合には、
新たに登録が必要となります。
登録方法　令和４年度浜田市会計年度任用職員登録

申込書（履歴書）又は、任意の履歴書に必要事項
を記入の上、市役所本庁舎３階人事課まで持参又
は郵送してください。

※　様式は、人事課にあります。市ホームページか
らダウンロードもできます。

受付期間　随時受け付けます。
注意事項　この登録は採用を約束するものではあり

ません。原則ハローワークを通じ募集しますので、
ご承知ください。

問合せ　人事課給与係　☎�９１３１
【〒６９７‐８５０１　浜田市殿町１番地】

市では、業務の必要に応じて、市役所や市の施設で働く会計年度任用職員を採用しています。
募集にあたっては、原則ハローワークを通じて募集します。
※　令和４年４月１日からの採用については、２月頃からハローワークを通じて募集します。

被災地域中小企業者等事業継続支援事業補助金
対象者
　浜田市内に主たる事務所を有する中小企業者などで①～④を満たす者
　①令和３年７月６日からの大雨、８月９日の台風第９号、８月12日
　　からの大雨により、被災した事業者
　②市税及び島根県税の未納がないこと
　③農業、林業、漁業でないこと
　④暴力団又は暴力団員ではなく、これらと密接な関係がないこと

補助対象経費
（消費税・地方消費税を除く） 補助率 補助限度額

施設設備等修繕費

補助対象経費の２／３以内
（千円未満切捨て）

2,000千円
（１事業者あたり）

備品修繕費

備品購入費及びリース費
　※　修繕に係る経費より安価な場合のみ対象

申請手続
申請書は市役所本庁舎４階商工労働課にあります。
市ホームページからダウンロードもできます。

※　予算に限りがありますので、事前にご相談ください。

申請期限

14１月 日㈮

問合せ　商工労働課商工政策係
　　　　☎�９５０１

７・８月の大雨、台風の被害を受けた事業者を支援します

補助対象経費
　事業に必要な施設、設備、備品の修繕・購入・リース費用の内、保険対応額などを除いた自己負担部分

共通事項
閲覧場所　市ホームページでも閲覧できます。
提出方法　指定の様式に必要事項を記入の上、直

接又は郵送・ＦＡＸ・メールで提出してください。
※　意見を郵送で提出する場合は、募集締切日必

着です。
※　電話や口頭での意見、氏名・住所が明記され

ていない意見は受付できません。
※　メールの場合は、件名を「○○○（案）に係

る意見」とし、指定の様式を添付し送信してく
ださい。

※　いただいた意見への個別回答は行いません。
※　指定の様式は、閲覧場所にあります。市ホー

ムページからダウンロードもできます。

謹 賀 新 年
市長から市民の皆さんへの新年あいさつを、市ホームページ及び
石見ケーブルビジョンで配信します。
（ケーブルテレビの放送日程は、番組表でご確認ください）

問合せ　市長公室秘書係　☎�９１０２
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ふるさとにしたくなるまち

オンライン相談受付中
　自宅にいながら対面で相談できる「オンライン移住相談」
を行っています。（事前予約制）
対応時間　月～金曜日　午前９時～午後４時30分（30分程度）
         　※　土・日・祝日や上記の時間以外も対応可能です。
　　　　　　お気軽にご相談ください。
利用媒体　ZOOM

詳しくは市ホームページをご覧ください。

しまね移住体感オンラインツアー　浜田市編を開催

日時　１月22日㈯　午後１時30分～３時30分
配信ツール　ZOOM
内容　 先輩移住者が移住の経緯や浜田市での

暮らしについて話します。
　　　また、浜田市の支援情報を伝えます。

１ 22月 日 ㈯

浜田市での仕事に興味がある大学生や
U・Ｉターンを検討している人を対象に、
市内の事業所での仕事体験を実施します。
浜田市の様々な仕事や働く人に触れられ

るチャンスです。ぜひご参加ください。

浜田deしごと合宿　インターンシップ事業

日時　２月1４日㈪～28日㈪　半日～１日間
　　　※事業所ごとに日時が異なります

問合せ
一般社団法人イワミノチカラ
☎0855�5319（午前10時～午後５時）

わくわく浜田生活実現支援事業
　東京圏（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県）から
浜田市に移住した人に、移住支援金を支給します。
（内閣府「わくわく地方生活実現政策パッケージ」）
補助金額　１世帯100万円、単身60万円
支給条件　 次の要件のいずれかを満たして浜田市へ移

住すること
　　　　　① くらしまねっとに本事業対象として掲載

された求人に応募して就職が決定した人
　　　　　②東京23区在住などの会社員で、移住後も
　　　　　　引き続き業務をテレワークで実施する人
　　　　　③関係人口と認められる人
　　　　　④起業支援金事業の交付決定を受けた人

宿泊費の補助もあります
　浜田市へU・Ｉターンを検討中の人が
市内の宿泊施設を利用した場合に、その
費用を補助します。
補助金額　１人あたり１泊2,000円
　　　　　（１家族で上限２万円）
利用条件　①定住相談
　　　　　②就職活動又は住居探し

「移住について相談する」なら…

「浜田を体験する」なら…

やりたい仕事がみつかる！

「浜田への移住」を応援します

問合せ
定住関係人口推進課移住定住係
☎�９５１１

予約サイト

オンライン相談の様子

はまだのしごとに触れる

しごと体験

申込方法　 特設サイトの予約フォームから
お申込みください。

URL

　浜田市での暮らしや仕事、住まいについての情報、先輩移住者の話を
聞くことができるオンラインツアーを開催します。

https://www.teiju.or.jp/shimane_
onlinetour/hamada/

参加費
無料

大学生向け プログラム

日時　随時受付中　半日～３日間
　　　※事業所ごとに日時が異なります

予約サイト

参加費
無料

社会人向け プログラム
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市長日記元気な浜田をつくります （令和３年11月）

主要地方道田所国府線（宇野Ⅱ工区）の通り初め式典に出席しました（11月２8日）
全国市長会副会長として、自由民主党本
部などに対する、全国市長会の要望行動
に参加しました（11月18日）

租税作品合同表彰式に出席しました
（11月14日）

島根県立体育館建設記念島根県体操競技
大会に出席しました（11月14日）

全国未成線サミットｉｎ浜田を開催しま
した（11月13日）

ＪＲ浜田駅開業1００周年記念式典に出席
し、一日駅長に就任しました（11月13日）

明治安田生命保険相互会社と健康増進に
関する連携協定を締結しました
（11月９日）

障がい者雇用優良事業所顕彰として、㈲
クボタ牛乳を表彰しました（11月９日）

浜田市市民憲章推進大会を開催しました
（11月７日）

ＢＢ大鍋フェスティバルに出席しました
（11月６日）

浜田市長杯親善ペタンク大会に出席しま
した（11月６日）いわみ中央西条柿生

産組合から西条柿出

荷経過報告を受けま
した（11月１日）

※　撮影時のみマスクを外しています15 広報はまだ：令和４年１月号 14広報はまだ：令和４年１月号
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元気いっぱいにスタート

トロロアオイを収穫する

自慢のBB鍋を紹介する

個性豊かな「ジャックオーランタン」

　11月７日㈰、旧木田小学校の「木田暮らしの学校」周辺を新
たなコースとして、旭ロードレース大会が開催されました。
　大会では、小学校低学年の部から一般の部までの32人が、た
くさんの声援を受けながらレースを楽しみ、全員完走しました。
　会場の学校からは、木田の町並みを駆け抜ける選手の姿を見
渡すことができ、応援にも熱が入りました。
　レース後は、浜田市出身のオリンピアンである三浦龍司選手
のパネル展示や紙飛行機づくり体験などが行われ、家族でにぎ
わいました。

　11月６日㈯、はまだお魚市場で「BB大鍋フェスティバル
2021」が開催されました。
　石見神楽や特産品の販売「BB特売市場」が催され、集まった
約2,５00人の来場者はイベントを大いに楽しんでいました。
　今回、恒例行事である大鍋の振る舞いはありませんでしたが、
「BB大鍋グランプリ」に出品される特製鍋が紹介されました。
「BB大鍋グランプリ」は、市内の飲食店で浜田の食材を使った
オリジナルBB鍋を食べた人による、投票でグランプリが決まり
ます。皆さんもぜひ、参加店舗自慢のBB鍋をご賞味ください。

　11月６日㈯、三隅まちづくりセンターと三隅地区まちづくり
推進協議会の環境・育成部が共同企画した、みすみっ子チャレ
ンジ教室（トロロアオイ収穫体験）が行われました。
　和紙生産者から原料のトロロアオイの説明を受け、大きなス
コップを使って懸命に、かつ、慎重に収穫しました。収穫した
トロロアオイを水で洗う作業では、冷たい水に耐えながらも楽
しんで行いました。
　伝統工芸品の石州和紙に関する知識がさらに深まり、生産者
や地域の人との交流も深める教室となりました。

　10月29日㈮、雲城まちづくりセンターが企画したハロウィン
パーティーが開催されました。
　ジャンボかぼちゃを栽培している青原地区の人たちの協力の
もと、午前中はくもぎ保育園の園児が大きなかぼちゃに大興奮
しながら、中身を掻き出す作業を行いました。その後、園児は
ダンスを披露してお菓子をもらいました。
　午後からは、雲城小学校の児童が、地域の人と一緒にかぼちゃ
の皮を顔の表情にくり抜く「ジャックオーランタン」を作って
楽しみました。

自分の全力を出して
～　2021 旭ロードレース大会　～

あさひ

和紙ってなにでできているの？
～　みすみっ子チャレンジ教室　～

みすみ

自慢のBB鍋を食べ比べて
～　BB大鍋フェスティバル2021　～

はまだ

ハロウィンを満喫!!
～　ハロウィンパーティー　～

かなぎ

どじょうすくい踊りを踊る

大きなノドグロに感激

地震体験車で地震の揺れを体験する

　11月21日㈰、弥栄会館で人権を考えるつどいが開催されまし
た。これは、弥栄地域人権・同和教育推進協議会が企画したも
ので、安来節保存会一宇川流どじょうすくい踊り師範の野島優子
さんを迎えて講演会が行われました。
　講演では、野島さんが体験した、東日本大震災の被災地であっ
た「いじめ」や「風評被害」とコロナ禍の現在を重ね、うわさ
やいじめを自分のこととして考えてほしいとの話がありました。
　講演会の最後に、コロナ禍での運動不足解消のため、参加者
全員で「どじょうすくい踊り」を踊りました。

　11月20日㈯、波佐まちづくりセンターで防災訓練が行われ、地
域の子どもたちなど29人が参加しました。
　地震を想定した避難訓練を行った後、水が入った消火器を
使って消火訓練を行いました。
　また、地震体験車で東日本大震災の地震の揺れや、今後想定
されている南海トラフ地震の揺れを体験しました。
　参加者は、地震が発生した時の対応を学び、日頃から準備す
べき点などを改めて確認しました。

　11月17日㈬から30日㈫にかけて、市内小中学校の給食に、ど
んちっちノドグロが提供されました。
　これは、島根県機船底曳網漁業連合会が「浜田で漁獲される
おいしい魚をもっと知ってもらいたい」、「思い出に残る給食を
提供したい」という思いから発案されたものです。
　どんちっちノドグロは浜田水産高等学校の生徒が下処理し、
浜田市学校給食会が塩焼きに調理しました。浜田東中学校の生
徒たちは、漁獲方法などのノドグロに関する知識を出前講座で
学んだ後、お待ちかねのどんちっちノドグロを味わいました。

　11月13日㈯、白砂まちづくりセンターが企画した「防災ピク
ニック」が行われ、地域住民13人が参加しました。
　「ピクニック」ということで、参加者は、防災リュックを背負
い、自宅から白砂まちづくりセンターまで危険な箇所を確認し
ながら歩きました。
　その後、地震体験車に乗ったり、社会福祉協議会による炊き
出し訓練では、カレーを作って食べました。悪戦苦闘しながら
作った新聞紙容器を使って食べるカレーはとてもおいしく、防
災を学びつつ楽しむことができたピクニックとなりました。

どじょうすくいで広げる人権の輪
～　人権を考えるつどい　～

やさか

思い出に残る給食
～　ノドグロ給食　～

地震体験車がやってきた！
～　波佐まちづくりセンター防災訓練　～

かなぎ

歩いて、学んで、備える
～　防災ピクニック　～

みすみ

自宅からまちづくりセンターへ避難する

はまだ・かなぎ
あさひ・やさか・みすみ

♥Town Topics
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た
だ
け
る
統

計
調
査
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
希
望
す
る
人
を
あ
ら
か
じ
め
調
査

員
と
し
て
登
録
し
、
統
計
調
査
実
施

の
際
に
改
め
て
市
か
ら
依
頼
を
し
、

本
人
の
了
承
を
得
た
上
で
調
査
に
従

事
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※　
登
録
し
た
人
に
毎
回
調
査
を
お

願
い
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

主
な
仕
事
の
内
容

①
調
査
員
事
務
打
合
せ
会
へ
の
出
席

②
調
査
区
域
及
び
調
査
対
象
の
確
認

③
調
査
票
の
配
布
・
記
入
依
頼
・
回

　
収

④
回
収
し
た
調
査
票
の
検
査
・
整

理
・
提
出

資
格
要
件

・
選
挙
関
係
者
及
び
税
務
・
警
察
に

直
接
関
係
の
な
い
20
歳
以
上
の
人

・
主
に
日
中
の
調
査
活
動
に
従
事
で

き
る
人
（
ほ
か
に
仕
事
を
し
て
い

て
も
可
能
で
す
）

・
責
任
感
が
強
く
、
特
に
秘
密
保
護

に
配
慮
で
き
る
人

・
暴
力
団
員
で
な
く
、
暴
力
団
や
暴

力
団
員
と
密
接
な
関
係
が
な
い
人

報
酬
な
ど

　
調
査
の
従
事
に
応
じ
て
、
国
で
定

め
た
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
の
身
分

　
実
際
に
調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ

く
場
合
に
、
統
計
調
査
の
都
度
（
約

２
か
月
間
）、
国
や
県
か
ら
任
命
さ

れ
る
非
常
勤
の
公
務
員
と
な
り
ま

す
。

応
募
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。後
日
、面
接
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　
総
務
課
総
務
管
理
係

　
☎
�
９
１
２
０

　
飼
い
主
不
明
の
動
物
の
死
体
は
、

原
則
と
し
て
そ
の
土
地
の
所
有
者
に

処
理
責
任
が
あ
り
ま
す
。

自
宅
の
庭
な
ど
の
私
有
地

　
土
地
の
所
有
者
で
処
理
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
指
定
袋
に
入
れ
て
燃
や
せ
る
ご
み

の
日
に
通
常
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
（
歩
道
含
む
）
や
公
園
な
ど
公

の
施
設

連
絡
先

・
平
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
環
境
課　
☎
�
９
４
３
０

・
夜
間
、
休
日

　
市
役
所
当
直　
☎
�
２
６
１
２

連
絡
内
容

・
動
物
の
種
類
（
ね
こ
、
た
ぬ
き
、

鳥
な
ど
）

・
詳
細
な
場
所
（
地
番
、
目
標
物
、

上
り
線
又
は
下
り
線
な
ど
）

・
連
絡
者
の
氏
名
、
電
話
番
号
（
場

所
が
分
か
ら
な
か
っ
た
時
の
た

め
）

そ
の
ほ
か

・
可
能
で
あ
れ
ば
、
道
路
脇
な
ど
車

の
通
行
に
支
障
の
な
い
場
所
へ
の

退
避
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
道
路
上
で
あ
っ
て
も
、
ペ
ッ
ト
の

場
合
は
飼
い
主
が
処
理
し
て
く
だ

さ
い
。

・
処
理
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　
環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係　

　
☎
�
９
４
３
０

住

宅

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い

　
市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

　
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空

き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
合
せ　
定
住
関
係
人
口
推
進
課
移

住
定
住
係　
☎
�
９
５
１
１

環 境 コラムコラム

冬を快適に過ごすライフスタイル
～Ｗ

ウ ォ ー ム ビ ズ

ＡＲＭＢＩＺ～

道
路
上
な
ど
に
動
物
の
死
体

を
見
つ
け
た
ら

雪
道
の
運
転
に
備
え
て
冬
用

タ
イ
ヤ
の
装
着
や
チ
ェ
ー
ン

の
用
意
を
し
ま
し
ょ
う

　
冬
の
道
路
は
、
ど
こ
で
積
雪
や
凍

結
し
て
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
冬

用
タ
イ
ヤ
の
装
着
や
、
チ
ェ
ー
ン
の

携
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
石
見
地
域
の
冬
季
道
路
情
報
」
で

は
、
道
路
に
設
置
し
て
い
る
ラ
イ
ブ

カ
メ
ラ
の
画
像
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

配
信
し
、
道
路
情
報
の
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問
合
せ　
国
土
交
通
省
浜
田
河
川
国

道
事
務
所　
☎
�
２
４
８
０

産

業

地
域
活
性
化

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

女
性
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
団
体
な
ど
に
助
成
し
ま
す

　
県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を
十

分
に
発
揮
し
て
、
地
域
で
い
き
い
き

と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン

ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を
中
心
に
活

動
し
て
い
る
団
体
な
ど
に
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　
県
内
の
女
性
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
・
グ

ル
ー
プ
（
構
成
員
は
お
お
む
ね
10

人
以
上
、
た
だ
し
初
回
申
請
の
み

５
人
以
上
）
で
そ
の
半
数
以
上
が

女
性
で
あ
る
こ
と
が
目
安
と
な
り

ま
す
。

対
象
事
業　
４
月
１
日
㈮
～
令
和
５

年
３
月
31
日
㈮
に
実
施
す
る
次
の

事
業

（1）
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

（2）
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

（3）
時
代
を
担
う
人
づ
く
り

（４）
水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

（５）
働
く
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
づ

く
り

助
成
金
額　
１
件
あ
た
り
１
万
円
～

50
万
円
（
１
万
円
単
位
）

募
集
締
切
日　
１
月
15
日
㈯

申
込
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※　
申
請
用
紙
は
、
市
役
所
人
権
同

和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
及
び
各
支

所
防
災
自
治
課
に
あ
り
ま
す
。

助
成
決
定　
３
月
下
旬
予
定

申
込
み
・
問
合
せ　
公
益
財
団
法
人

し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー
内　
公
益

信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド
事
務

局　
☎
０
８
５
４
�
５
５
１
４

　ＷＡＲＭＢＩＺとは、暖房に頼りすぎず冬を快
適に暖かく過ごそうという取組です。
　冬の節電は、夏の対策より省エネ効果やＣＯ₂
排出量の削減効果が高いといわれています。
　暖房利用によるＣＯ₂を削減して、地球にやさ
しいウォームビズをみんなで一緒に始めません
か？ 

ウォームビズのポイント
　「衣」「食」「住」のひと工夫で、暖かく
過ごしましょう。
　今までのライフスタイルを少し見直すだけで、
無駄になってしまうエネルギーを節約することが
できます。
　　　外気にふれやすい首や手首、足首を暖めま
　　　しょう
　　　・薄くて軽く、暖かい機能素材のインナー

　　　や靴下を活用しましょう。
　　　・ひざ掛けやストールなどのアイテムを　

　　　活用しましょう。

　　　「鍋」で体も室内も暖めましょう　　　　
　　　・煮物や鍋料理など暖かい料理や冬が　　
　　　　旬なもの、根菜類、しょうがなど、体を
　　　　暖める食材を食べましょう。

　　　室内は適度な温度・湿度を保ちましょう
　　　・断熱効果のあるカーテンやシートなど　

　　　を活用しましょう。
　　　・電気を使わずに湯たんぽやスリッパ、　

　　　クッションなどを活用しましょう。

そのほか
　　　入浴と運動の時間を大切にしましょう
　　　・ゆっくりお風呂につかってリラックス　

　　　しながら暖めましょう。
　　　・ストレッチやラジオ体操などで、血行　

　　　を良くして冷えを改善しましょう。

出所　環境省ホームページより引用

問合せ　環境課くらしと環境係　☎�９４２０
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

税
務
・
納
税

　
個
人
や
法
人
で
事
業
を
営
ん
で
い

る
人
は
、
１
月
１
日
現
在
の
事
業
用

償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
申
告
期
限

ま
で
に
申
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限　
１
月
31
日
㈪

※　
償
却
資
産
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

償
却
資
産
申
告
書
（
12
月
中
旬
送

付
済
み
）
に
同
封
し
て
い
る
「
申

告
の
手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※　
償
却
資
産
の
申
告
書
が
届
い
て

い
な
い
人
、
又
は
圧
着
は
が
き
で

申
告
案
内
が
あ
っ
た
人
で
資
産
の

増
減
が
あ
る
場
合
は
、
申
告
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

連
絡
・
問
合
せ　

資
産
税
課
土
地

係
・
家
屋
係　
☎
�
９
２
３
３

令
和
４
年
度
償
却
資
産

（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

令
和
４
年
度
市
民
税
県
民
税

（
兼
国
民
健
康
保
険
料
等
）

の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す

　

２
月
上
旬
か
ら
３
月
中
旬
ま
で
の

間
、
市
民
税
県
民
税
な
ど
の
申
告
相

談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

　
各
会
場
（
各
支
所
・
出
張
申
告
会

場
）
の
日
程
や
時
間
、
申
告
書
用
紙

や
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
は
、「
広

報
は
ま
だ
」２
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

問
合
せ　
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
�
９
２
３
２

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

令
和
３
年
分
の
給
与
支
払
報
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
ず
、
令
和
４
年
度
用
の
新
様
式

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
税
務
課

対
象　
令
和
４
年
１
月
１
日
に
浜
田

市
に
住
所
が
あ
る
人

※　
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
人
の

給
与
支
払
報
告
書
も
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
方
法　
給
与
支
払
報
告
書
は
、

正
本
の
み
の
提
出
で
も
結
構
で
す
。

　
浜
田
市
提
出
用
の
「
総
括
表
」
と

「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
（
兼
仕

切
紙
）」
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
の
提
出
も
受
け
付
け
ま
す
。

※　
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
、

光
デ
ィ
ス
ク
や
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
の

提
出
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　
１
月
31
日
㈪

問
合
せ　
税
務
課
市
民
税
係

☎
�
９
２
３
２

確
定
申
告
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す

自
宅
な
ど
か
ら
の
e

‐

T
a
x
の
案
内

　

申
告
書
の
作
成
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
観
点
か
ら

も
自
宅
で
パ
ソ
コ
ン・ス
マ
ホ
か
ら
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
な
ら
、

自
動
で
計
算
し
ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ホ
か
ら
の
e

‐

T
a
x
又

は
郵
送
で
の
提
出
が
便
利
で
す
。

　
詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

利
用
に
当
た
っ
て
は
、「
預
貯
金

口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依

頼
書
」
を
作
成
し
、
納
期
限
ま
で
に

税
務
署
又
は
金
融
機
関
に
提
出
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

浜
田
税
務
署
で
の
確
定
申
告
会
場

期
間　
２
月
16
日
㈬
～
３
月
15
日
㈫

（
土
・
日
な
ど
の
休
日
を
除
く
）

※　
本
年
は
、
感
染
症
対
策
の
一
環

と
し
て
、
２
月
１
日
㈫
か
ら
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

相
談
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　
浜
田
税
務
署
２
階

相
談
に
は
、
入
場
整
理
券
が
必
要

で
す
。
提
出
の
み
の
人
は
、
入
場
整

理
券
は
不
要
で
す
。

※　
入
場
整
理
券
の
枚
数
に
は
限
り

が
あ
り
、
入
場
整
理
券
が
無
く
な

り
次
第
、
受
付
は
締
め
切
り
ま
す
。

入
場
整
理
券
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ

リ
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
事
前
発

行
が
可
能
で
す
。

※　
税
務
署
の
駐
車
場
は
、
台
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
。
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※　
申
告
会
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
策

を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※　
発
熱
な
ど
の
症
状
が
認
め
ら
れ

る
場
合
は
、
入
場
を
お
断
り
し
ま

す
。

問
合
せ　
浜
田
税
務
署

　
☎
�
０
３
６
０

子

育

て

保
育
士
資
格
取
得
に
必
要
な

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

　
保
育
士
確
保
の
た
め
、
保
育
士
資

格
取
得
に
必
要
な
修
学
資
金
の
貸
付

け
を
行
い
ま
す
。

島
根
県
の
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象　
令
和
４
年
度
に
保
育
士
養
成

施
設
へ
在
学
し
、
卒
業
後
県
内
の

保
育
所
（
園
）
な
ど
に
勤
務
し
よ

う
と
す
る
人

貸
与
額　
月
額
５
万
円

※　
生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
場
合
、

入
学
準
備
金
20
万
円
以
内
、
就
職

準
備
金
20
万
円
以
内
、
生
活
費
加

算
が
あ
り
ま
す
。

※　
ほ
か
の
貸
付
事
業
と
併
用
す
る

場
合
一
部
取
扱
い
が
異
な
り
ま
す
。

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
県
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
５
年
間
（
過
疎
地
域
は
３
年

間
）
勤
務
し
た
場
合
は
、
全
額
免

除
募
集
期
限　
１
月
31
日
㈪
ま
で

※　

２
次
募
集　
４
月
１
日
㈮
～
５

月
13
日
㈮

問
合
せ　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
支
援
部
福
祉
資
金
係

　
☎
０
８
５
２
�
５
９
９
６

浜
田
市
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
の
応

募
者

貸
与
額

①
県
社
協
貸
付
決
定
者

　
　
　
　
　
　
　
月
額
２
万
円

②
県
社
協
貸
付
不
承
諾
者

　
　
　
　
　
　
　
月
額
３
万
円

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
市
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
３
年
間
勤
務
し
た
場
合
は
、

全
額
免
除

募
集
期
間　
県
社
協
貸
付
決
定
な
ど

の
通
知
後
１
か
月
を
予
定

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
保
育
所
幼

稚
園
係　
☎
�
９
３
３
０

令
和
４
年
度
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
支
援
員
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
浜

田
地
域
10
か
所
）
で
小
学
校
の
児
童

の
生
活
指
導
に
当
た
る
支
援
員
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
人
数

・
支
援
員　
　
　
若
干
名

・
代
替
支
援
員　
若
干
名

資
格
要
件　
次
の
①
～
⑦
の
い
ず
れ

　
か
を
満
た
す
人

①
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研

修
修
了
証
を
有
す
る
人

②
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

③
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
又

は
幼
稚
園
の
教
諭
と
な
る
資
格
を

有
す
る
人

④
２
年
以
上
、
助
産
施
設
・
乳
児

院
・
母
子
生
活
支
援
施
設
・
保
育

所
（
園
）・
児
童
厚
生
施
設
・
児

童
養
護
施
設
な
ど
に
従
事
し
た
こ

と
の
あ
る
人

⑤
児
童
厚
生
員
の
資
格
を
有
す
る
人

⑥
大
学
に
て
社
会
福
祉
学
、
心
理
学
、

教
育
学
、
社
会
学
、
芸
術
学
、
体

育
学
を
専
修
す
る
学
科
を
終
了
し

卒
業
し
た
人

⑦
児
童
の
生
活
指
導
に
熱
意
の
あ
る
人

雇
用
期
間

　
４
月
～
令
和
５
年
３
月

勤
務
日　
日
、
祝
日
、
盆
、
年
末
年

始
を
除
く
日

申
込
締
切
日　
１
月
25
日
㈫

申
込
方
法　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
写
真
を
貼
付
し
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

　
面
接
・
書
類
に
よ
る
選
考

※　
雇
用
条
件
な
ど
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
政
策
係

　
☎
�
９
３
３
１

放課後児童クラブ支援員募集
職種 勤務日数 勤務日 勤務時間

支援員 月～土曜日のうち、
５～６日

月～金曜日 13:00～18:30までの４～５時間程度
土曜日  7:30～18:30までのうち５時間程度

代替支援員 月～土曜日のうち、
勤務可能な日

月～金曜日 13:00～18:30までの４～５時間程度
土曜日  7:30～18:30までのうち５時間程度

※　夏・冬・春休みと学校の振替休業日は、7:30～18:30までのうち５時間程度

令
和
４
年
度
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
・
放
課
後
児
童
居
場
所

入
会
児
童
を
募
集
し
ま
す

放課後児童クラブ・放課後児童居場所一覧
クラブ名 対象の小学校 申込・問合せ

浜
田

ふたば学級放課後児童クラブ 原井小

子育て支援課
☎�９３３１

若潮学級放課後児童クラブ 雲雀丘小
くすのき学級放課後児童クラブ 松原小
杉の子学級放課後児童クラブ 石見小
杉の子第２学級放課後児童クラブ 石見小
杉の子第３学級放課後児童クラブ 石見小
山ばと学級放課後児童クラブ 美川小
ひまわり学級放課後児童クラブ 周布小
ひまわり第２学級放課後児童クラブ 周布小
とびうお学級放課後児童クラブ 長浜小
かぜの子学級放課後児童クラブ 国府小
かもめ学級放課後児童クラブ 国府小
さくら学級放課後児童クラブ 三階小
さくら第２学級放課後児童クラブ 三階小

金
城

雲城地区児童クラブ 雲城小 金城支所市民福祉課
☎�１２３５今福地区児童クラブ 今福小

旭今市児童クラブ 旭小 旭支所市民福祉課
☎�１４３５

弥
栄やさか児童クラブ 弥栄小 弥栄支所市民福祉課

☎�２６５６
三
隅

三隅小児童クラブ 三隅小 三隅支所市民福祉課
☎�２８０６岡見小児童クラブ 岡見小

金
城波佐保育園（放課後児童居場所） 波佐小 波佐保育園 ☎�0449

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
放
課
後

児
童
居
場
所
は
、
小
学
校
の
児
童
の

保
護
者
が
就
労
な
ど
で
放
課
後
家
庭

に
い
な
い
場
合
に
、
生
活
の
場
を
提

供
し
、
遊
び
や
生
活
指
導
を
と
お
し

て
健
全
育
成
を
図
る
も
の
で
す
。

対
象
児
童
・
定
員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

・
令
和
４
年
度
に
各
小
学
校
に
在
籍

　
す
る
児
童

・
各
ク
ラ
ブ　
20
～
80
人

放
課
後
児
童
居
場
所

・
令
和
４
年
度
に
波
佐
小
学
校
に
在

　
籍
す
る
１
～
３
年
生
の
児
童

・
５
人
程
度

※　
定
員
を
上
回
る
申
込
み
が
あ
っ

た
場
合
は
、
各
ク
ラ
ブ
・
居
場
所

の
状
況
に
応
じ
て
調
整
し
ま
す
。

実
施
日
時

・
月
～
金
曜
日
（
平
常
授
業
日
）

　
放
課
後
～
午
後
６
時
（
延
長
利
用

　
時
は
、
午
後
６
時
30
分
ま
で
）

・
学
校
の
振
替
休
業
日
・
土
曜
日
・

夏
・
冬
・
春
休
み
期
間
中

午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
（
延

　
長
利
用
時
は
、
午
後
６
時
30
分
ま

　
で
）

負
担
金　
児
童
１
人
あ
た
り
月
額
６

０
０
０
円
（
お
や
つ
代
１
０
０
０

円
を
含
む
）

※　
夏
休
み
期
間
中
の
７
月
・
８
月

は
２
５
０
０
円
を
加
算
し
ま
す
。

土
曜
日
の
利
用
者
は
月
額
１
７
０

０
円
（
お
や
つ
代
２
０
０
円
を
含

む
）
を
加
算
し
ま
す
。
別
途
、
傷

害
保
険
料
が
必
要
で
す
。

※　
延
長
利
用
料
は
、
３
０
０
円
/

回（
上
限
１
５
０
０
円
/
月
）で
す
。

※　
兄
弟
・
姉
妹
同
時
入
会
、
児
童

扶
養
手
当
受
給
者
、
生
活
保
護
世

帯
に
減
免
制
度
あ
り
。

申
込
期
間　
1
月
4
日
㈫
～
31
日
㈪

申
込
方
法

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
同
意
書
・
就
労
証
明
書
を
添
え

て
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
子
育
て
支
援

課
・
各
支
所
市
民
福
祉
課
・
各
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
居
場
所

波
佐
保
育
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

・
子
育
て
支
援
課
子
育
て
政
策
係　

　
☎
�
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課
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有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

「
伝
え
て
い
き
た
い
は
ま
だ

の
味
」
の
D
V
D
を
希
望
者

へ
配
付
し
ま
す

　

浜
田
の
食
文
化
を
地
域
で
普
及

し
、
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
「
伝

え
て
い
き
た
い
は
ま
だ
の
味
」
の

D
V
D
を
作
成
し
ま
し
た
。
D
V
D

に
は
、
浜
田
の
郷
土
料
理
の
い
か

飯
、
角
寿
司
、
ま
き
、
干
し
大
根
の

４
品
の
作
り
方
や
言
い
伝
え
な
ど
が

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
D
V
D

を
活
用
し
て
も
ら
え
る
人
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格

・
浜
田
市
に
住
所
を
有
す
る
人

・

D
V
D
を
市
役
所
健
康
医
療
対
策

課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
ま
で

取
り
に
来
て
い
た
だ
け
る
人
及
び

簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て

く
れ
る
人

配
布
数　
１
０
０
枚
（
1
人
1
枚
）

料
金　
無
料

応
募
期
間　
１
月
12
日
㈬
～
２
月
16

日
㈬
必
着

応
募
方
法　
往
復
は
が
き
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

往
信
表
面　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

　
浜
田
市
殿
町
１
番
地

浜
田
市
役
所　
健
康
医
療
対
策
課

　
健
康
づ
く
り
係　
あ
て

往
信
裏
面　
「
伝
え
て
い
き
た
い
は

ま
だ
の
味
D
V
D
希
望
」
と
明
記

し
、
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・
連

絡
先
電
話
番
号
、
D
V
D
の
受
取

場
所
（
健
康
医
療
対
策
課
又
は
各

支
所
市
民
福
祉
課
）
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

返
信
表
面　
応
募
者
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

返
信
裏
面　
何
も
書
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

※　
受
付
終
了
後
、
引
換
券
を
送
付

し
ま
す
。

※　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
の

上
、
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

配
付
時
期　
３
月
予
定

応
募
・
問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課

健
康
づ
く
り
係　
☎
�
９
３
１
１

所
得
税
・
市
民
税
県
民
税
の

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

を
し
ま
す

精
神
や
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
65

歳
以
上
の
人
で
、
そ
の
障
が
い
が
一

定
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
所
得
税

及
び
市
民
税
県
民
税
の
障
害
者
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

次
の
対
象
に
該
当
す
る
人
は
、
健

康
医
療
対
策
課
又
は
各
支
所
市
民
福

祉
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
が
、
同
等
の
障
が

い
の
あ
る
人

※　
既
に
障
害
者
控
除
を
受
け
、
認

定
書
を
持
っ
て
い
る
人
で
前
年
度

と
障
が
い
の
程
度
が
変
わ
ら
な
い

人
や
、
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
は
、
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

控
除
額

市
民
税
県
民
税

・
障
害
者
控
除　
　
　
　
　
26
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　
　
　
30
万
円

所
得
税

・
障
害
者
控
除　
　
　
　
　
27
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　
　
　
40
万
円

※　
障
が
い
者
本
人
で
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
は
、

市
民
税
県
民
税
が
非
課
税
に
な
り

ま
す
。

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者
福
祉
係

　
☎
�
９
３
２
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

１月各種がん検診の日程

・検診当日は体温測定をして、発熱・咳など体調不
　良の場合は、受診をお控えください。
・受診の際は、マスクの着用をお願いします。
・年度内に同じ検診を複数回受けた場合は、２回目
　以降全額自己負担となります。
（子宮頸がん検診のHPV検査と妊婦健診のHPV検
　査も重複の対象になります）
・全てのがん検診の結果は市へ報告されます。
問合せ
　　　健康医療対策課健康づくり係　☎�９３１１

乳がん検診（要予約）
対象　４0歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔

の人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター
　　　　☎�７７００
申込受付時間　10:00～

実施期間
２月28日㈪まで
毎週火・木・金曜日
検診当日受付時間　1４:30～1５:00
検査時間　1５:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）

を受けられません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・水頭症のためＶＰシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

子宮頸がん検診（要予約）
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロ
ーマウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】（要予約）
対象　20歳以上５9歳までの女性

実施期間

江木医院
２月28日㈪まで
浜田医療センター内　健診センター
２月28日㈪まで

実施場所

江木医院　☎�１１８１
浜田医療センター内　健診センター
☎�７７００
予約受付時間　10:00～
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 9:00～ 9:30
検査時間　10:00～

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

（
修
学
資
金
な
ど
）
貸
付
の

予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

市
で
は
、
修
学
費
用
な
ど
に
係
る

資
金
貸
付
の
予
約
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

対
象　
令
和
４
年
４
月
の
進
学
な
ど

を
希
望
し
て
い
る
次
の
人

 

・
20
歳
未
満
の
子
を
扶
養
す
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
父
・
母

 

・
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡

婦

 

・
父
母
の
い
な
い
20
歳
未
満
の
人

対
象
と
な
る
資
金

児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
と
す
る
資

金
（
無
利
子
）

・
修
学
資
金
（
高
校
・
高
専
・
専
修

学
校
・
短
大
・
大
学
・
大
学
院
に

就
学
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業

料
・
書
籍
代
・
交
通
費
な
ど
の
資

金
）

・
修
業
資
金
（
就
職
す
る
た
め
に
必

要
な
知
識
技
能
を
習
得
す
る
た
め

に
必
要
な
資
金
）

・
就
学
支
度
資
金
（
就
学
・
修
業
す

る
た
め
に
必
要
な
入
学
金
や
被
服

な
ど
の
購
入
資
金
）

・
島
根
県
育
英
会
な
ど
、
母
子
父
子

寡
婦
福
祉
資
金
と
の
併
給
が
で
き

な
い
奨
学
金
が
あ
り
ま
す
。

・
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
に

よ
る
奨
学
金
・
授
業
料
減
免
な
ど

に
つ
い
て
、
貸
付
限
度
額
よ
り
給

付
額
・
減
免
額
を
控
除
し
た
範
囲

で
併
給
が
可
能
で
す
。

　
貸
付
申
請
後
に
新
制
度
の
決
定
を

受
け
た
場
合
は
、
当
該
決
定
通
知
書

を
も
っ
て
市
な
ど
に
必
ず
届
出
が
必

要
で
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
並
び
に
寡

婦
の
知
識
技
能
習
得
を
対
象
と
す
る

資
金
（
連
帯
保
証
人
を
立
て
な
い
場

合
は
利
子
年
1
・
0
%
）

・
技
能
習
得
資
金
（
就
職
に
必
要
な

知
識
技
能
を
習
得
す
る
た
め
に
必

要
な
資
金
）

申
請
締
切
日　
２
月
28
日
㈪

申
請
・
問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
子

育
て
支
援
係　
☎
�
９
３
３
１

健 康 コラムコラム

身近な人のアルコール問題で困っていませんか

問合せ　三隅支所市民福祉課　☎�２８０６

　アルコール依存症は珍しい病気ではありません。
長期間飲酒を続ければ、誰でも発症する可能性のあ
る身近な病気です。
　依存症は「家庭や仕事、自分の健康などより飲酒
を優先させる状態」で、飲酒を自分でコントロール

　左記のうち、２項目以上あてはまる場合は、たと
えきちんと仕事ができていたとしても、また、健康
診断で肝臓の機能が正常だといわれていたとしても、
アルコール依存症の可能性があります。早期に専門
医を受診し、必要な治療や援助を求めましょう。

アルコール依存症のリスクをチェックしてみましょう

できなくなる進行性の病気です。身体的な健康を損
ねるばかりでなく、社会的、経済的なトラブルを招
きやすく、仕事や家庭といった自分の大切なものを
失うなど、人生を大きく狂わせてしまいます。

１　飲酒量を減らさなければと感じたことがありま
すか？

２　人から飲酒を非難されて気に障ったことがあり
ますか？

３　自分の飲酒に後ろめたさを感じたことがありま
すか？

４　神経を落ち着かせたり、二日酔いを治すために
迎え酒をしたことがありますか？

（CAGEテスト　厚生労働省リーフレットより）
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

保
険
・
医
療

年

金

国
民
年
金
保
険
料
前
納
制
度

を
ご
存
知
で
す
か

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

保
険
料
が
割
引
に
な
る｢
前
納
制
度

｣

が
あ
り
ま
す
。

　

｢

前
納
制
度｣

に
は
、口
座
振
替・

現
金
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
が
あ
り
ま
す
。

※　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の
割

引
額
は
現
金
納
付
と
同
じ
で
す
。

令和３年度国民年金保険料納付額
※　令和４年度の保険料額は、2月上旬に告示する予定です。

納付方法 金額 割引額
毎月納付（納付書による現金納付及び
翌月末振替の口座振替） 16,610円 なし
毎月納付｢早割｣（当月末振替の口座振替） 16,５60円 ５0円
６か月分前納（現金納付） 98,8５0円 810円
６か月分前納（口座振替） 98,５30円 1,130円
１年分前納（現金納付） 19５,780円 3,５４0円
１年分前納（口座振替） 19５,1４0円 ４,180円
２年分前納（現金納付） 383,810円 1４,５90円
２年分前納（口座振替） 382,５５0円 1５,8５0円

事
前
申
込　
前
納
を
希
望
す
る
人
は
、

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
又
は

年
金
事
務
所
へ
事
前
に
申
込
が
必

要
で
す
。
申
込
期
限
は
２
月
末
ま

で
に
年
金
機
構
必
着
で
す
の
で
、

余
裕
を
も
っ
て
手
続
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
浜
田
年
金
事
務
所　
　
　

　
☎
�
０
６
７
０

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

令
和
４
年
度
浜
田
市
奨
学
金

（
貸
与
型
）
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す

優
れ
た
素
質
と
向
学
心
を
持
ち
な

が
ら
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学

が
困
難
な
学
生
な
ど
に
対
し
、
修
学

支
援
の
た
め
の
奨
学
金
を
貸
与
し
ま

す
。
ほ
か
の
奨
学
金
と
の
併
用
も
可

能
で
す
。
た
だ
し
、
市
が
行
う
そ
の

ほ
か
の
奨
学
金
と
の
併
用
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
申
請
は
可
能
で
す
。

対
象

・
保
護
者
が
浜
田
市
に
住
所
を
有
す

る
人

・
本
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に
基
づ

く
高
等
学
校・中
等
教
育
学
校（
後

期
課
程
に
限
る
）、
高
等
専
門
学

校
、
大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学

校
（
専
門
課
程
に
限
る
）
に
進
学

予
定
の
人

・
保
護
者
の
収
入
又
は
所
得
が
要
項

で
定
め
る
基
準
以
下
の
人

・
人
物
が
良
好
で
学
業
成
績
が
優
秀

な
人

募
集
人
員
・
貸
与
額
な
ど

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後
期

課
程
）
及
び
高
等
専
門
学
校

・
募
集
人
員　
10
人
程
度

・
貸
与
額　
月
額
１
万
円

・
返
還
期
間　
６
年

大
学・短
期
大
学
及
び
専
修
学
校（
専

門
課
程
）

・
募
集
人
員　
20
人
程
度

・
貸
与
額　
月
額
３
万
円

・
返
還
期
間　
12
年

共
通
事
項

　
利
息　
無
利
息

※　
卒
業
の
翌
月
か
ら
２
年
を
経
過

し
た
後
、
期
間
内
に
返
還
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※　
年
２
回
、
４
月
（
初
年
度
は
７

月
）
と
10
月
に
半
年
分
ず
つ
貸
与

し
ま
す
。

※　
卒
業
後
一
定
期
間
浜
田
市
に
在

住
し
、
就
労
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
一
部
返
還
が
免
除
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

　
１
月
７
日
㈮
～
３
月
31
日
㈭

応
募
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、

募
集
要
項
に
あ
る
提
出
先
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
募
集
要
項
・
申
請
書
は
、
卒
業
又

は
卒
業
見
込
み
の
中
学
校
・
高
等

学
校
、
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

（
各
支
所
教
育
委
員
会
分
室
）
に

あ
り
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

※　
保
護
者
の
経
済
状
況
の
急
激
な

変
化
に
よ
り
修
学
が
困
難
に
な
っ

た
人
を
対
象
と
す
る
浜
田
市
緊
急

奨
学
金
貸
与
者
は
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
�
９
７
０
０

令
和
４
年
度
浜
田
市
山
藤
功

奨
学
金
（
給
付
型
）
奨
学
生

募
集
し
ま
す

　
浜
田
市
出
身
の
故
山
藤
功
さ
ん
の

ご
遺
志
を
受
け
継
が
れ
た
山
藤
法
子

さ
ん
か
ら
の
ご
寄
附
を
原
資
と
し

た
、
返
還
の
必
要
が
な
い
給
付
型
の

「
山
藤
功
奨
学
金
」
の
令
和
４
年
度

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。　
　
　
　

　
こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
優
れ
た
素

質
と
向
学
心
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
学

生
に
対
し
、
奨
学
金
を
支
給
し
、
学

業
に
専
念
で
き
る
よ
う
修
学
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
の
奨
学
金
と
の
併
用
も
可
能
で

す
。
た
だ
し
、
市
が
行
う
そ
の
ほ
か

の
奨
学
金
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
申
請
は
可
能
で
す
。

対
象

・
保
護
者
が
浜
田
市
に
住
所
を
有
す

る
人

・
本
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に
基
づ

く
大
学
に
進
学
予
定
の
人

・
保
護
者
の
収
入
又
は
所
得
が
要
項

で
定
め
る
基
準
以
下
の
人

・
人
物
が
良
好
で
学
業
成
績
が
優
秀

な
人

募
集
人
員　
２
人

支
給
金
額　
月
額
３
万
円

支
給
期
間　
大
学
在
学
の
４
年
間
と

し
、
年
２
回
、
４
月
（
初
年
度
は

７
月
）
と
10
月
に
半
年
分
ず
つ
支

給
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
１
月
７
日
㈮
～
３
月
31
日
㈭

応
募
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、

募
集
要
項
に
あ
る
提
出
先
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
募
集
要
項
・
申
請
書
は
、
卒
業
又

は
卒
業
見
込
み
の
高
等
学
校
、
教

育
委
員
会
教
育
総
務
課
（
各
支
所

教
育
委
員
会
分
室
）
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
☎
�
９
７
０
０

伝 言 板
まちかど募

　
　
集

※　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
主
催
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
営
・
県
営
住
宅
の
入
居
者

募
集

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
市
営
）

　
募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付　
１
月
18
日
㈫
～
31
日
㈪

抽
選
日　
２
月
下
旬

入
居
可
能
時
期　
３
月
中
旬

問
合
せ　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　
浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
�
０
５
３
５

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
県
営
）

募
集
団
地　
浜
田
中
央
団
地(

新
築)

申
込
受
付　
１
月
18
日
㈫
～
31
日
㈪

抽
選
日　
２
月
下
旬

入
居
可
能
時
期　
３
月
中
旬

問
合
せ　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　
浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
�
０
５
３
５

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

　
募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
１
月
11
日
㈫

以
降
。

問
合
せ

公
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

　
宅
管
理
事
務
所　
☎
�
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
・
地
域
定
住
住
宅

（
金
城
・
旭
・
弥
栄
）

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
�
１
２
０
３

地
域
定
住
住
宅
（
三
隅
）

　
㈱
コ
ム
サ　
☎
�
２
９
９
９

浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
奨
学
生
募
集

応
募
資
格

・
令
和
４
年
度
に
市
内
の
高
等
学
校

　
に
進
学
す
る
生
徒

・
在
学
の
中
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
る

　
生
徒

・
市
内
の
中
学
校
に
在
学
し
て
い
る

　
生
徒

募
集
人
数　
若
干
名

支
給
金
額　
年
間
12
万
円

支
給
期
間

　
４
月
～
令
和
５
年
３
月

（
継
続
は
１
年
ご
と
の
手
続
に
よ
り

　
最
長
３
年
間
）

受
付
期
間　
２
月
１
日
㈫
～
28
日
㈪

願
書
提
出
先　
市
内
各
中
学
校

問
合
せ　
市
内
各
中
学
校
又
は
浜
田

　
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
☎
�
９
６
５
１

資
格・試
験

甲
乙
同
時
防
火
管
理

新
規
講
習
（
浜
田
会
場
）

対
象　
防
火
管
理
者
に
な
る
予
定
の

　
人
や
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

日
時　
２
月
16
日
㈬
～
17
日
㈭　

２

日
間
実
施（
乙
種
は
16
日
㈬
の
み
）

場
所　
島
根
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
西
部

研
修
会
館

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
）

料
金　
甲
種　
８
０
０
０
円

　
　
乙
種　
７
０
０
０
円

申
込
み　
１
次
は
１
月
４
日
㈫
～
11

日
㈫
に
、
２
次
は
１
月
29
日
㈯
～

30
日
㈰
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

F
A
X
で
日
本
防
火
・
防
災
協
会

へFax
０
３
‐
６
２
７
４
‐
６
９
７
７

教
室・講
座

講座 日時 場所 定員 料金 締切日
フリートーク中国語
「我们一起说中文吧！」

１月11日㈫～３月８日㈫の
隔週火曜日
午後１時30分～３時

浜田まち
づくり

センター
６人 各

2,000円 １月６日㈭

韓国語講座
～初級・中級～

１月11日㈫～３月1５日㈫の火曜日
【 初級 】午後７時～８時30分
【 中級 】午後４時～５時30分

浜田まち
づくり

センター
各

10人
各

４,000円 １月７日㈮

アインとベトナム語を
楽しむ会
～入門・初級～

１月17日㈪～３月21日㈷の月曜日
【 入門 】午後1時30分～3時
（テキスト代2,４60円が必要な場合あり）
【 初級 】午後７時～８時30分
（テキスト代3,300円が必要な場合あり）

浜田まち
づくり

センター
各

1５人
各

４,000円 １月1４日㈮

各講座会員料金あり

申
込
み　
浜
田
国
際
交
流
協
会
へ

☎
�
１
２
４
１

浜
田
国
際
交
流
協
会

　
語
学
講
座

放
送
大
学　
４
月
生

出
願
期
間

・
第
１
回　

２
月
28
日
㈪
ま
で

・
第
２
回　
３
月
１
日
㈫
～
15
日
㈫

入
学
説
明
会・相
談
会（
浜
田
会
場
）

日
時①

１
月
23
日
㈰　
午
前
10
時
～

②
２
月
18
日
㈮　
午
前
９
時
～

場
所　
い
わ
み
ー
る

申
込
み　
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン

　
タ
ー
へ　
☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０

25 広報はまだ：令和４年１月号 24広報はまだ：令和４年１月号



有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

日
時　
２
月
１
日
㈫

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場
所　
い
わ
み
ー
る
４
０
２
研
修
室

講
師　
越
野
由
美
子
さ
ん

（
２
級
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
技
能
士
）

定
員　
15
人
（
先
着
）

料
金　
無
料

申
込
み　
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
仕
事
セ

ン
タ
ー
浜
田　
☎
�
５
１
１
１

ミ
ド
ル
シ
ニ
ア
仕
事
セ
ン
タ
ー
浜
田

　
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

石
見
海
浜
公
園

親
子
も
ち
つ
き
大
会

日
時　
２
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

　
①
午
前
９
時
30
分
～
11
時

　
②
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

定
員　
各
５
組
（
先
着
）

日
時　
２
月
11
日
㈷

場
所　
浜
田
市
陸
上
競
技
場
前
広
場

料
金　
一
般
２
０
０
０
円
、
高
校
生

１
０
０
０
円
、
中
学
生
７
０
０

円
、
小
学
生
５
０
０
円
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
２
０
０
０
円

参
加
区
分

（
詳
細
は
別
途
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

１
部
（
５
㎞
）
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

中
学
校
卒
業
～
一
般
の
男
子

２
部
（
３
㎞
）
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ

　
60
歳
以
上
男
子
、
中
学
校
男
子
・

女
子
、
高
校
～
一
般
女
子

３
部
（
２
㎞
）
Ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｕ
Ｖ
Ｗ

　
小
学
校
４
～
６
年
生
男
子
・
女
子

４
部
（
１
㎞
）
Ｌ
Ｍ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
Ｔ

　
小
学
校
１
～
３
年
生
男
子
・
女
子

５
部
（
１
㎞
）
Ｘ
Ｙ

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
グ
ル
ー
プ

浜
田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

日
時　
2
月
20
日
㈰

午
前
８
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

場
所　
今
福
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

集
合

料
金　
３
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無

料
・
終
了
後
軽
食
あ
り
）

申
込
み　
２
月
14
日
㈪
ま
で
に
今
福

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
へ

☎
�
２
０
８
３

幻
の
広
浜
鉄
道
今
福
線

　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

「
令
和
に
新
た
に
拓
く
石
見
の
ス

テ
ー
ジ
」

日
時　
２
月
27
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

内
容　
石
見
地
方
の
各
団
体
の
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
を
活い

か
し
た
演
劇
、

郷
土
芸
能
な
ど
を
上
演

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
�
２
１
０
０

年
末
年
始
は
休
ま
ず
開
館
（
新
年
第

1
回
目
の
休
館
日
は
1
月
11
日
㈫
）

ア
ク
ア
ス
写
真
展

「
ほ
の
ぼ
の
ペ
ン
ギ
ン
」

日
時　
２
月
14
日
㈪
ま
で

場
所　
３
階
特
別
展
示
室

迎
春
石
見
神
楽
「
恵
比
須
」

日
時　
1
月
1
日
㈷
・
2
日
㈰

　
午
後
１
時
～

場
所　
２
階
ア
ト
リ
ウ
ム

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
�
３
９
０
０

日
時　
２
月
５
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
０
時

場
所　
浜
田
養
護
学
校

申
込
み　
浜
田
養
護
学
校
へ

☎
�
２
２
０
０

浜
田
養
護
学
校　
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

就
労
・
卒
業
後
の
生
活
に

　
つ
い
て
・
修
了
式

ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

日
時　
３
月
31
日
㈭
ま
で
の
土・日・

祝
日
（
1
月
10
日
㈷
ま
で
は
毎
日

開
催
）　
午
後
０
時
30
分
～

出
雲
科
学
館
が
や
っ
て
く
る
！

「
ト
ビ
ウ
オ
飛
行
機
を
作
ろ
う
」

対
象　
小
・
中
学
生
と
家
族
（
小
学

生
以
下
保
護
者
同
伴
）

日
時　
1
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

①
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

②
午
後
２
時
～
３
時

定
員　
20
人

料
金　
無
料

申
込
み　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で

　
チ
ン
ア
ナ
ゴ
の
か
ご
作
り
」

日
時　
１
月
30
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

料
金　
５
０
０
円

※　
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

申
込
み　
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

☎
�
３
６
１
４

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
紙
皿
水
族
館
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
」

対
象　
未
就
学
児
と
家
族

日
時　
１
月
24
日
㈪　
午
前
10
時
～

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

料
金　
１
個
50
円
（
先
着
20
個
）

申
込
み　
当
日
会
場
へ

太
陽
光
発
電
セ
ミ
ナ
ー

「
あ
な
た
に
合
っ
た

　
卒
F
I
T
後
の
選
択
は
？
」

日
時　
１
月
30
日
㈰

　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　
南
原
順
さ
ん

定
員　
40
人

料
金　
無
料

申
込
み　
１
月
26
日
㈬
ま
で
に
環
境

課
内　
は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進

隊
事
務
局
へ　
☎
�
９
４
２
０

料
金　
１
組
７
０
０
円

申
込
み　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

　
タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

申
込
み　
１
月
20
日
㈭
ま
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
で
浜
田
市
陸

上
競
技
協
会
事
務
局
へ
、
合
わ
せ

て
参
加
料
を
郵
便
振
替
で
振
込
み

（
口
座
番
号
０
１
３
６
０
ー
５
ー
７
２

９
４
５
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
）

問
合
せ　
旭
中
学
校
内　
小
谷
信
介

さ
ん　
☎
�
０
０
７
６

出
演　

山
陰
久
佐
松
竹
座
、
市
民

演
劇
集
団
「
ド
リ
ー
ム
カ
ン
パ

ニ
ー
」、
石
見
国
く
に
び
き
18

座
、
大
田
市
演
劇
サ
ー
ク
ル
劇
研

「
空
」、
N
P
O
法
人
創
作
て
ん

か
ら
っ
と
、
劇
団
８
c
h

料
金　
全
席
自
由

一
般　
１
０
０
０
円

※　
当
日
券
は
５
０
０
円
増

　
高
校
生
以
下　
無
料

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
、

浜
田
市
教
育
委
員
会
、ラ・ペ
ア
ー

レ
浜
田

第
１
課
程
（
公
開
講
座
全
15
回
）

日
時　
４
月
２
日
㈯
～
６
月
18
日
㈯

の
第
１
・
３
・
５
土
曜
日

　
午
後
１
時
15
分
～
４
時
30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根
（
松

江
市
）

※　
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
可

定
員　
25
人
程
度

料
金　
１
０
０
０
０
円

※　
１
講
座
１
０
０
０
円
で
選
択
受

講
可

申
込
み　
３
月
20
日
㈰
ま
で
に
島
根

い
の
ち
の
電
話
事
務
局
へ

第
２
課
程
（
養
成
講
座
）

対
象　
第
１
課
程
を
修
了
（
10
回
以

上
受
講
）
し
、
修
了
後
の
面
接
試

験
に
合
格
し
た
人

料
金　
１
０
０
０
０
円

（
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代
２
０
０
０
円

程
度
、宿
泊
研
修
の
費
用
が
必
要
）

日
時　
７
月
～
令
和
５
年
３
月
の
毎

週
土
曜
日（
第
４
土
曜
日
を
除
く
）

問
合
せ　
島
根
い
の
ち
の
電
話
事
務

局　
☎
０
８
５
２
�
５
９
８
５

島
根
い
の
ち
の
電
話

電
話
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

お
出
か
け

浜
田
市
消
防
出
初
め
式

出
初
め
式
（
荒
天
時
中
止
）

日
時　
１
月
９
日
㈰　
午
前
９
時
～

場
所　
浜
田
市
陸
上
競
技
場

一
斉
放
水

浜
田　
市
役
所
本
庁
舎
裏
浜
田
川

　
（
11
時
15
分
頃
放
水
）

金
城　
雲
城
駐
在
所
前
浜
田
川

　
（
11
時
40
分
頃
放
水
）

三
隅　
天
満
橋
上
流
三
隅
川

　
（
11
時
20
分
頃
放
水
）

問
合
せ　
消
防
本
部
警
防
課
消
防
団

　
係　
☎
�
５
１
６
７

初
め
て
の
ス
マ
ホ
教
室

　
～
第
２
弾
～

日
時　
１
月
13
日
㈭
・
27
日
㈭

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

定
員　
20
人
（
未
受
講
者
優
先
）

料
金　
無
料

申
込
み　
１
月
11
日
㈫
ま
で
に
浜
田

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
へ

☎
�
９
３
５
８

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

日
時　
１
月
15
日
㈯　
午
後
２
時
～

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の

会
・
虹
事
務
局

　
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２
‐
５
９
６
０

県
立
体
育
館　
ス
ポ
ー
ツ
講
座

お
正
月
な
ま
り
の
身
体
と
脳

を
し
ゃ
ん
！
と
さ
せ
る
講
座

対
象　
20
歳
以
上
の
人

日
時　
１
月
16
日
㈰

　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
県
立
体
育
館
２
階
ア
リ
ー
ナ
、

研
修
室

定
員　
40
人
（
先
着
）

料
金　
無
料

申
込
み　
１
月
８
日
㈯
ま
で
に
県
立

体
育
館
へ　
☎
�
１
２
０
１

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時　
１
月
16
日
㈰
・
２
月
20
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
石
見
海
浜
公
園

定
員　
40
人
（
先
着
）

料
金　
無
料

申
込
み　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

日
時　
１
月
20
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　
長
野
操
子
さ
ん

定
員　
12
人
（
未
受
講
者
優
先
）

料
金　
５
０
０
円

申
込
み　
１
月
11
日
㈫
ま
で
に
申
込

　
書
を
水
産
振
興
課
内　
水
産
業
振

興
協
会
へ　
☎
�
９
５
２
０

GO

島
根
！

Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
転
職
フ
ェ
ア

日
時　
１
月
22
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

場
所　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

申
込
み

公
式
サ
イ
ト
「IT W

O
RKS@

島
根
」
で

問
合
せ　
島
根
県
産
業
振
興
課
情
報

産
業
振
興
室

　
☎
０
８
５
２
�
５
６
２
０
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新
年
の
あ
い
さ
つ

島
根
県
立
大
学
理
事
長
兼
学
長

　
　
　
　
　
　
清
原　
正
義

　
浜
田
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
良
い

お
年
を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
日
頃
、
県
立
大
学
に
ご
支

援
、
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
世
の
中
の
大
き
な
変
化
に

よ
り
、
学
生
た
ち
も
様
々
な
制
約
の

中
で
、
日
々
、
学
び
に
励
ん
で
お
り

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
は
、
浜
田
市
よ
り
、
学
生
へ
特
段

の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
通
常
の
学
び
が
で

き
、
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

を
送
れ
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
昨
年
10
月
に
学
生
サ
ー
ク
ル
「
し

ま
ね
防
犯
サ
ー
ク
ル
Ｓス

コ

ッ

ト

Ｃ
Ｏ
Ｔ
」
が

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
っ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺

及
び
市
内
の
防
犯
活
動
を
行
っ
て
き

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
「
安
全
安
心
な
地
域
づ
く

り
」
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
「
国

際
関
係
学
部
」「
地
域
政
策
学
部
」

に
再
編
し
、
２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
が
、
地
域

に
出
て
行
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
を
深
め
、
一
層
の
地
域
貢
献
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
合
せ　
総
務
課　
☎
�
２
２
０
０

公
開
講
座
に
つ
い
て

第
22
期

　
　
海
遊
祭
を
開
催
し
ま
し
た

　
海
遊
祭
実
行
部　
部
長

　
　
　
　
　
齋
藤　
幸
也
（
３
年
）

第
22
期
海
遊
祭
実
行
部
部
長
の
齋

藤
幸
也
で
す
。

10
月
９
日
㈯
に
第
22
期
海
遊
祭
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
コ

ロ
ナ
禍
の
最
中
で
の
開
催
と
い
う
こ

と
で
学
内
関
係
者
の
み
の
１
日
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

例
年
と
異
な
っ
た
形
で
の
開
催
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
分
か
ら
な
い
こ

と
だ
ら
け
で
不
安
に
な
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
来
場
者
に

安
全
に
楽
し
く
海
遊
祭
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

を
、
部
員
一
同
が
日
々
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
考
え
、
無
事
に
当
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
学
生
団
体
に
よ
る
模
擬
店

出
店
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
事
故
も

な
く
、
無
事
に
海
遊
祭
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
開
催
が
で
き
た
の
は
、
教

職
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
企
業
の

皆
さ
ん
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
の
ご
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
は
地
域
の
皆
さ
ん
も
お
呼

び
し
て
海
遊
祭
を
よ
り
盛
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
公
開
講
座
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
昨
年
に
引
き
続
き
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
座
①
（
３
講
座
）

　
「
聴
い
て
得
す
る
！
大
学
教
員
の

“
ち
ょ
っ
と
コ
コ
だ
け
”
の
話
」

講
座
②
（
８
講
座
）

　
「
地
域
づ
く
り
新
時
代
～
歴
史

編
・
環
境
編
・
人
編
・
表
現
編
」

※　
受
講
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

申
込
方
法

　
末
尾
記
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ

次
の
必
要
事
項
を
添
え
て
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
受
付
後
、
専
用
ペ
ー
ジ
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
お
名
前
・
②
ご
住
所
・
③
電
話
番

号
・
④
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

受
講
期
間
（
予
定
）

　
１
月
31
日
㈪
ま
で

問
合
せ

　
連
携
交
流
課　
☎
�
９
０
６
３

Em
ail

：h-renkei

＠u-shim
a ne.

ac.jp

海遊祭実行部員

海遊祭の様子

貸出ベスト10（令和３年11月期）
順位 タイトル 著者
1 そして、バトンは

渡された 瀬尾　まいこ
2 透明な螺旋 東野　圭吾
3 白鳥とコウモリ 東野　圭吾
4 ｉｎｖｅｒｔ 相沢　沙呼
５ 九十八歳。

戦いやまず日は暮れず 佐藤　愛子
６ ５2ヘルツのクジラたち 町田　そのこ
７ ｍｅｄｉｕｍ 相沢　沙呼
８ 監禁 秋吉　理香子
９ 硝子の塔の殺人 知念　実希人
10 月下のサクラ 柚月　裕子

年
始
の
開
館
に
つ
い
て

新
年
は
４
日
㈫
午
後
１
時
か
ら
開
館
し
ま

す
。蔵

書
点
検
に
伴
う
休
館
の
お
知
ら
せ

年
に
一
度
、
図
書
館
で
は
所
蔵
図
書
の
確

認
・
整
理
（
蔵
書
点
検
）
を
行
い
ま
す
。

休
館
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館
日
】

・
中
央
図
書
館

　
　
１
月
25
日
㈫
～
２
月
２
日
㈬

・
三
隅
図
書
館

　
　
１
月
19
日
㈬
～
21
日
㈮

休
館
中
の
返
却
は
、
返
却
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
（
弥
栄
図
書
館
を
除
く
）。

　

視
聴
覚
資
料
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
な
ど
）、

紙
芝
居
、
大
型
絵
本
、
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
り
ほ

か
の
図
書
館
か
ら
借
り
受
け
た
図
書
は
、
開
館

後
、
窓
口
に
直
接
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

図
書
館
利
用
案
内

　
本
が
汚
れ
た
り
、
本
を
失
く
し
た
と
き
は
図

書
館
の
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
図
書
館
で
は
、
で
き
る
限
り
修
理
し
、
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
修
理
が
難
し
い
場
合
や
、
失
く
し
た
場
合
は
、

弁
償
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１月の休館日　　年始　１日㈷
月曜日　17日・2４日・31日
展示替　11日㈫～1４日㈮

音
の
な
る
木
の
ア
ー
ト
展

音
を
楽
し
み
な
が
ら
体
験
で
き
る
、
木
の

作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

会
期　
10
日
㈷
ま
で

第
25
回
浜
田
こ
ど
も

　
　
　
　
　
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展

　
15
日
㈯
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
作
品

展
が
始
ま
り
ま
す
。
会
期
が
短
い
の
で
お
早

め
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会
期　
２
月
６
日
㈰
ま
で

※　
こ
の
展
示
の
観
覧
は
、
予
約
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
来
館
カ
ー
ド
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

年
始
は
２
日
㈰
か
ら
開
館
し
ま
す
。

１
月
の
イ
ベ
ン
ト

■
お
正
月
イ
ベ
ン
ト

《
木
球
迷
路
運
だ
め
し
》

参
加
費　
無
料

◎
２
日
㈰
、
３
日
㈪

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

※　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

定
員　
２
日
㈰
、
３
日
㈪
は
各
日
30
人

　
そ
の
ほ
か
は
各
日
20
人

時
間　
午
後
１
時
～
４
時

※　
定
員
に
な
り
次
第
終
了

場
所　
１
階
創
作
室

《
羽
子
板
づ
く
り
》

◎
２
日
㈰
・
３
日
㈪

参
加
費　
３
０
０
円

《
ぐ
に
ゃ
ぐ
に
ゃ
凧
あ
げ
》

◎
８
日
㈯
～
10
日
㈷

参
加
費　
１
０
０
円

《
す
す
め
！
ビ
ー
玉
く
ん
》

◎
15
日
㈯
・
16
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
コ
ロ
コ
ロ
こ
ろ
が
し
》

◎
22
日
㈯
・
23
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

《
空
気
砲
で
あ
そ
ぼ
う
》

◎
29
日
㈯
・
30
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

※　
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
に
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。
感
染
拡
大
時
に
は
変
更
が
あ
り
ま

す
。

羽子板

vol.219
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.301

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

����������������������������������������������

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

図書館情報
開館時間 １月の休館日

中央 ☎�0480  9:00～19:00 11日㈫・2４日㈪
金城 ☎�1823

 9:00～17:00 11日㈫・17日㈪
2４日㈪・31日㈪

旭 ☎�1439
弥栄 ☎�2258
三隅 ☎�0338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

休
館
中
の
図
書
返
却
に
つ
い
て

29 広報はまだ：令和４年１月号 28広報はまだ：令和４年１月号
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間

（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

【
石
本
正
記
念
展
示
室
・
企
画
展
示

室
】「
自
然
を
あ
じ
わ
う
」

期
間　
１
月
16
日
㈰
ま
で

正
月
三
が
日
の
開
館
日

　
１
月
２
日
㈰
・
３
日
㈪

展
示
替
え
休
館
日

　
１
月
17
日
㈪
～
24
日
㈪

【
全
館
展
示
】

特
別
展
「
生
誕
１
０
０
年　
回
顧
展

石
本
正
」

期
間　
１
月
25
日
㈫
～
４
月
10
日
㈰

日
本
画
家
・
石
本
正
（
１
９
２
０

‐
２
０
１
５
、
浜
田
市
三
隅
町
出

身
）
が
２
０
２
０
年
に
生
誕
１
０
０

年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、
画
業

の
全
て
を
た
ど
る
回
顧
展
を
開
催
し

ま
す
。

本
展
で
は
、
当
館
所
蔵
の
代
表
作

だ
け
で
な
く
、
本
展
で
し
か
見
る
事

の
で
き
な
い
個
人
所
蔵
の
貴
重
な
作

品
や
、
文
豪
・
川
端
康
成
と
の
親
交

を
示
す
初
出
資
料
な
ど
約
80
点
を
展

示
。最

期
の
瞬
間
ま
で
絵
画
一
筋
に
生

き
た
石
本
正
の
画
業
の
全
容
を
紹
介

し
ま
す
。

料
金

　
一
般　
　
　
　
　
８
０
０
円

　
高
校
・
大
学
生　
３
０
０
円

　
小
・
中
学
生　
　

２
０
０
円

　
前
売
券　
一
般　
６
０
０
円

　
ロ
ー
ソ
ン
各
店
で
販
売

　
（
Ｌ
コ
ー
ド
６
２
８
０
３
）

※　
団
体
料
金
あ
り

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
し
た
入

場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は
無

料
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

●
干
支
展
―
２
０
２
２
寅
―

期
間　
１
月
２
日
㈰
～
16
日
㈰

料
金　
無
料

福美「猫虎」

●
生
誕
１
０
０
年　
回
顧
展　
石
本

正　
関
連
素
描
展
「
①
黎
明
期
」

期
間　
１
月
25
日
㈫
～
２
月
10
日
㈭

料
金　
無
料

石本正「三保浦福浦」
1958年

◎昔ながらのお正月の遊び
　「石州和紙で凧作りに挑戦！」

日時　１月８日㈯　午後１時～３時
定員　10人（要予約）
参加費　５00円

◎特別講演会
　「石本正の回顧展から見えてきたこと」

　元・島根県立美術館専門学芸員で、「生誕100年　
回顧展　石本正」の企画に深く携わられた田野さん
を講師にお招きしてお話をうかがいます。

講師　田野　葉月さん（滋賀県立美術館　学芸員）
日時　１月29日㈯　午後１時30分～２時30分
会場　石正美術館創作室
定員　30人（先着）
参加費　無料

「のれん」（部分）
1970年　個人蔵

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,19５ 18,2５3 19,9４４ 38,197
金 城 1,868 1,922 2,079 ４,001

旭 1,302 1,301 1,292 2,５93
弥 栄 6４５ ５５４ 609 1,163
三 隅 2,807 2,7５0 2,9４6 ５,696
合 計 2５,817 2４,780 26,870 ５1,6５0

（単位：人）
人　口（11月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

11
月
13
日
㈯・14
日
㈰
、「
全

国
未
成
線
サ
ミ
ッ
ト
in
浜
田
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
14
日
㈰
に

は
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
（
現
地

視
察
）
と
し
て
、
広
浜
鉄
道
今

福
線
の
遺
構
を
巡
る
ツ
ア
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
地
元
ガ
イ
ド
の
説

明
を
熱
心
に
聞
き
な
が
ら
、
幻

の
鉄
道
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

今月の表紙

毎
月

１
日

発
行

編
集

・
発

行
　

浜
田

市
市

長
公

室
　

　
　

　
　

　
☎

 0855‒25‒9151
　

　
　

　
　

　
ＦＡＸ 0855‒22‒3091

本
庁

　
〒

697-8501 島
根

県
浜

田
市

殿
町

１
番

地
　

　
　

 ☎
0855‒22‒2612（

代
表

）
　

　
https://w

w
w

.city.ham
ada.shim

ane.jp
　

　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支

所
　

　
金

城
支

所
　

☎
42 ‒1234

　
　

　
　

　
旭

支
所

　
　

☎
45 ‒1234

　
　

　
　

　
弥

栄
支

所
　

☎
48 ‒2111

　
　

　
　

　
三

隅
支

所
　

☎
32‒2800

浜
田

市
広

報
 

@
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ada
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４
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